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緒 言

肺 結 核 ト血 液 循 環 系 トノ 關 係 二就 テ初 メ テ記 載

セ ル ・・Brehmer〔1}及Rokitansky(2}ニ シ テ 滴

男犬心 ト結 核 素 因 ト ノ間 二 密 接 ナ ル 關 係 ア リ トナ

シ、又Rokitansky及Tripier(31・ ・心 臓 欝 膜 症 ト

肺 結 核 ト ノ合 併 テ稀 有 ナ リ ト シ、Morey(4)・ ・肺

結 核 患 者 二 速 脈 及 血 腿 下 降 ノ頻 猛 テ認 メ、 爾 後

循 環 系 ト肺 結 核 ト ノ關 係 ザ論 ズ ル 者 績 出 セ リ。

殊 二近 時 心 臓 血 管 系 ノ研 究 盛 ン トナ ル ニ 及 ビ 肺

結 核 二 就 キ テ モ 脈 搏 敷(Bl6hme(5),Arrom(1;1,

Cobet(71,後 藤(8)等)。 血 腿(Bl6hme(51,PUder(9),

Blitz(10),Masten(11),高i魑'12)、 川 上(13)、 川 島(瑚 、

鈴 木(15》等 〉。静 脈 晒Poganyl16),Gabe(17),Jessen(181,

Fischer(勘,Vmaret(21、),Mastiny〈211等)。 電 氣 心

働 圖(Cobet(71,vand.Weth曾2・ 等 ♪。 心 臓 實 大

像(Achelis,ArtherMayerl23・ 等)。 瓦 斯 代 謝

障 碍(Staubl24',Cabet(7),KnipPing251。 毛 細 管

所 見(MUller261,Pfafβ2り 等 二 關 ヘル 研 究 行 ・・レ

艀 的 或 ・・動 的 二 循 環 系 ト肺 結 核 ト ノ關 係 次 第 二

關 明 セ ラ レ治 療 及 豫 後 判 定 卜大 二 資 ヘル 所 有 ル

ニ 至 レ リ。

他 方 循 環 系 ノ 病 態 生 理 學 ・、1925年Ba。

rcroft28ガ 血 液 貯 臓(Blutdepotlテ 論 ジ タ ル以

來 ゴ レニ 關 『ヘル 多数 ノ業 績 出 デ 、今 日 二 於 テ ノ・脾

臓(Barcroftl皮 下 乳 頭 下 血 管 叢(Wollheiml29))

門 脈 及 腹 部 内臓 血 管(Jarisch〔30),Ludwigl。 肝

臓(H.Rein,Janssenl31り 。 肺 臓(Hochrein32),
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Sjostrand`3b・ ・一般 血 液 循 環 ヨ リ離 レテ存 在 シ

且 必 要 二慮 ジテ ソ ノ貯臓Itll.液斗以 テ循 環 系;+調

節 シ得 ル豫 備 血 液 ノ貯臓 所 タ ル役 目 一'・有 ヘル事

明 カ トナ し リ。 而 シテ諸 種 ノ疾 患 時 二於 ケル循

環 血 液 量 モ亦大 二研 究 ヒラ レ、 コ レニ ヨ リ心臓

機 能 代 償 不全 ノ木 態 ハ陶 明 サ し治 療 か針F決 定

シ得 ノし二至 リ、 叉貧 血 、 「シヨ、ソク」諸 種熱 性疾

患 二於 ケル心 臓 機 能 モ亦 循 環 血液 量 ノ如何 二關

シ.ソ ノ治 療 モと 高則 ノ・ベ キ そ ノ ノコレ尋`逐次 明

カ トナ ル ニ至 レ リ。

肺 結 核 患 者 ハ銑 一一ソノ早 期 二於 テ叉 ソ 刀 シュー

ブ」二際 シ 屡 い亡・悸1t進 、胸 内 許悶 、 不安 感 、

睡 眠 障 碍 サ 訴 フ,・`レ ・夙 一 周 知 ノ事 實 ニ シテ

(Matthes(3り 患 者 自身 警 戒 ノ表 標 ト ヘル者 ア リ、

吏 二胸 廓 成 形 術 テ必 要 ト入ノし患 者 ガ ヨ クと 二堪

へ得 ルヤ 否 ヤ ザ決 定 ヒ ン ト ヘルニ當 リ諸 種 ノ心

臓 能 力 試 験 法 ハ實 施 二困 難 ナ ル カ或 ハ常 二必 ズ

シモ 信頼 一F置キ得 ザ ル ラ 以 テ(Kleesatte}':}f'7-;t

進 諸 家 ・・幾 度 力苦 杯 テ嘗 メテ心 臓 血 管 系 ノ駄 態

テ完 全 二把 握 セ ン事 二努 力 セ リ。 ソ ノ他 長 期 間

臥 床 セ ル患 者 ガ恢 復 離 躰 二當 リ往 々虚 脱 症 状 ザ

呈 入ル コ トう・避 クル爲 ニ モ豫 メ心 臓 能 ノ戸 検 査

ノ、ル ・1'9・iZ・要 ナ リ トセ ラIL。

一一・・:liHochrein及Sjostrand等 ノ提 唱 スル肺

臓 貯臓 血 液 ノ問 題 ハ未 グ質 否何 レ トモ決 定 ザ見

ザ ル ガ如 ク、(Rein,Leiber:`ti,Meister),叉

Cobet(7♪ 等 ・・肺 結 核 時 ・:b於 ケ ・し循 環 系 ト呼 吸 系

ト ノ關 係 ニ ツ キ精 細 二研 究 シ タ レ ドーで掲 リ循 環

血 液 量 ∴ 就 テ ノ・爾 疑 問 ノ儘 二残 ヒ リ。 氏 ノ・肺 結

核 二 於 テ心 臓 分 時 迭 血 量 ノ増 加 ヲ認 メWarnerC37,

ノ1Lemon'・3`9,Willis・ ・肺 結 核 患 者 ノ 循 環 血 液

量 ・・正 常 ナ リ ト述 べ 、Orsi,Peirani'39・',Molnar㈹

等 ノ・減 少 テ認 ム。 就 中Molnar・ ・肺 組 織 ガ 「ヒ

ス タ ミ ン」二 富 ム 故 肺 結 核 時 ニ ノ・「ヒ 孔タ ミ ン」

ガ 血 液 中 テ 循 環 シ 爲 一 循 環 血 液:1::テ 減 少 セ シ

メ、Wollheimノ 減 少 型 失 償(Minusdekompensa-

tion.)ノ 型F呈/、 ル1ー ラ ン ト推 ぢL.リ 。

元 來 肺 結 核 二 於 ケ,・循 環 系 ノ状 態 一・論 ズ ル ニ 當

リ ァ ・・Cobetの,Dietlen'iil,」 眞 下vl-2〕ノ述 ベ タ ル

ガ 如 ク急 性 結 核 菌 毒 素 性 、 慢 性 毒 素 性 、 及 機 械

的 障 碍 性 ノ諸 因 辛 号慮 λ ・し必 要 ア リ。 從 ツ テ 血

液 循 環 系 ノ状 態 拉 ビ ニ 循 環 ∬IL液量 モ 亦 是 等 諸 因

ノ影 響 二 依 リ テ 異 ル ベ ク、'ノ ノ場 合 ∴ 慮 ジ テ正

シ ク循 環 系 ノ駄 態 ラ把 握 シ適 當 ナ ル治 療 ザ施 行

ブ・ベ キ モ ノナ ル ベ'シ 。

著 者 ノ・肺 結 核 患 者 二 就 キ テ 循 環 血 液 量 ヲ研 究 シ

以 テ 肺 結 核 二 於 ケ ル 血 液 循 環 障 碍 ノ本 態 一}可及

的 明 確 二 把 握 シ、 豫 後 判 定 及 治 療 方'針 ノ決 定 二

資 セ ン ト企 テ タ リ。

第一章 實験方法

循 環 血 液 量 測 定 二 ・・血 球 廿 ヲ 酸 牝 炭 素 法 ニ テ 求 ム ル

方 法b(Plesch'Ll3,i,Hitzenberger'1i,SchUrmeyer(15・ ・

Galwitzer-meierl』1等 ク血 漿 量 ヲ 色 素 法 ニ テ 求 ム ル 方

法(KeithRowntreel7・,Griesbach{is'・Seyderhelmu・

Lampel`J,WallheimlL'{",Rusznyak【50.Hartwichu.

May(51'等)bア リ テ 雨 者 ヲ 同 時 二 行 ヒ 〃 ル 時 ソ ノ成

績 ノ和 ガ 循 環 血 液 量 ヲ表 ノ・ス モ ノナ レ ドモ2、3ノ 研

究 者IGoldhammeru・Leiner∴Ewlg、3'等)以 外 ノ・何

レ ヵ 一 方 ヲ 測 定 シ 「ヘ マ ト 〃 リッ ト」ヲ 用 ヒ テ 他 方 ヲ算

出 スル ヲ 常 トス 。 酸 化 炭 素 法 ニ ヨ ル 測 定 値 ト色 素 法

ニ ヨ ル 測 定 値 ノ・多 ク ノ 揚 合 互 ニ ヨ ク ー・致 ス レ ドモ 循

環 系 ノ病 的 ナ ル 状 態 二 際 シ テ モ 常 ニ ー 致 ス ル ヤ ニ 關

シ テ ・・疑 問 ノ存 ス ル 所 ナ リ(稻 田 名 界 敏 授 砧 、。 就 中

Pneumonoseノ 考 ヘ ラ ル ・疾 患 二於 テ ・・瓦 斯 法 ・・故

障 多 シ ト イ7(Sjostrand(33)。

著 者 ・・敏 室 金 井 朋 中學 」ニニ 從 ヒ 色 素 法 二 依 レ リ。 色

素 ハ ト リパ ソ ロー ト」ヲ使 用 シ、 「ヘ マ トク リット」ノ、

Starlingerl'r,5ノ 方 法 ヲ 用 ヒ、 血 液 凝 固 防 止 二 ・・Se-

yderhelmu.Lamp♂19ノ 「ア ソ チ コ ァ グ ラ ン ト」 ヲ用

ヒ タ リ。

測 定 患 者 ・・総 ベ テ 坂 口 内科 入 院 恋 『κ及 外 來 患 者 ニ シ

テ41"ノ 測 定 ・・早 朝 空 腹 時 二 於 テ 患者 ヲ豫 メ30分 以 上

静 カニ仰 臥 セ シメ 外來 患 者 二於 テ ノ・特 二此 ノ貼 ヲ嚴

格 ニ シ、 脈 搏 数、 呼 吸 数、 血 塵 ヲ 倣 同測 定 シ ー 定 値

二達 シタ ル後 測 定 ヲ開 始 シタ リ。

探 血 ・・肘 正 中静 脈 ヨ リ雀 血 ヲ 避 ケ テ 行 ヒ、豫 メ乾 燥
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シ且流 動 「パ ラ アイソ」ヲ 以 テ塵 理 セ ル 注 射 器 ヲ用 ヒ

テ行 ヘ リ。 爾 色素 液 注 射 ハ 注 入 色 素 量 ヲ 正確 ニ ナ シ

得 ル襟 特 製 シタ ル 注 射 器 ヲ使 用 セ リ。

色 素 液 調 製 ハ0.8%二 〃'リユ ー ブ レル 會 辻 製 「ト リパ

ソ ロー1・」ヲ蒸 鯉 水 二溶 解 ジ、0,5%・ 割 合 二 化 學 用

純 食 鞭 ヲ加 へ 、 加 温 溶 解 後1同 濾 過 ン 「ア ソプ レ」二

分 、llシテ30分 間 沸 騰 水 中 ニ テ煮 沸 滅 菌 セ リ.色 素 液

・・常 二 斬 ラ シク調 製 セ ル モ ノヲ用 ヒJ:射 時 ニ ハ「ア ソ

プ レ」ヲ温 湯 内 ニ テ約37度 二温 メテ使 用 セ リ

血 漿 分 離 ハ0.05粍 迄 正確 二 目盛 セル5蛭 ノ沈 澱 管 ヲ

用 ヒ、 豫 メ 正 確 二 〇.5蝿 迄 「ア ソ チ コ ア ゲ ラ ソ ト ヲ

入 レ置 キ之 二5耗 迄iE確 二 血 液 ヲ い1硝 子 棒 ヲ 以 テ

静 力二漉 搾 ン暫 時 放 置 シ 血 球 沈 降 ヲ 始 メ タル 後 溶 血

ノ起 ラ ザ ル 様 注 意 シテ30分 閲3000廻 縛/速 度 ニ テ

遠 心湯澱 セ ン メテ之 ヲ正 確 二誼 ミ ト リタ リ。

血 漿 量測 定 二 ・・先 ヅ 補 色 血 漿 ヲ得 ル 爲 二 試 験 前 探 血

ヲ行 ヒ、 ソ ノ際 同 時 二「ヘ マ ト〃 リッ㌧ 用 血液 及血 色

素 量、 血 清 蛋 白量、 赤 血 球 沈 降 速 度測 定 二 必 要 ナ ル

血液 ヲ探 取 シ、 次 デ色素 液 ヲ 患K一 ノ状 態 二臨 ジ テ7

叉 ハ8蝿 正 確 二 注 射 シ、注 射終 了時 二補 助 的 二 「スL・

プ ウオッチ」ヲ押 サ シメ、Jl射 後3乃 至6分 問 二2回 色

素 注 射側 ト反封 側 ノ肘 ヨ リ比 色 血 漿 二 必要 ナ ル血 液

ヲ探 取 セ リ。 此 ノ3乃 至6分 以 内 二 探 血 セル ハ 諸 家

ノ所 説 二 些 キ色 素 液 が 最 モ'卜 等 二 全 身血 液 内 二振 散

サ レ且 ツ未 ダ減 少 シ始 メ ザル 時 ヲ 選 ビ タ ル モ ノニ シ

テ、 更 二溶 血 ニ ヨ リ比 色 ノ 妨 ゲ ラル ・場 合 アル ヲ考

慮 シ2回 探 血 ヲ行 ヒ タ リ。 比 色 ハ 注 射色 素 液 ヲ 比 色

血 漿 ノ色 調 二從 ヒ テ400倍 叉 ・・450倍 二 「メ スコル ベ

ソ!ヲ 以 テ正 確 二生理 的 食 唖 水 中 二稀 繹 シ、 試 験 前 探

血 セ ル血 漿 ヲ以 テ 血 漿 色 ヲ補 色 シ、 ビユ ル ケル ノ比

色 計 ニ ヨ リ6同 ノ誼 ミヲ 李 均 シ2本 ノ比 色 血 漿 二依

ル値 ノ差 が0.5%以 内 ナル 時 ソ ・準 均 値 ヲ ト リテ 血

漿}`是ヲ算 定 セ リ。 通 例0・3%以 内 ノ差 二止 リタ リ。.

「ヘ マ トク リッb」 ハ1蛯 用 ノモ ノ ヲ2本 用 ヒ、 水zド顯

微 鏡 ヲ使 用 シテ0,1%迄 正 確 二 讃 了 シテ 血 球 封 全illt

液 ノ容 量 比 ヲ求 メ、2本 ノ値 ノ差 ガ1%以 内 ノ時 ノ ミ

ソ ノZF均1直 ヲ以 テ「ヘ マ トク リソト」値 トナ セ リ。

血漿 肝 ト「ヘ マ ト 〃 リット」値 ヨ リ次 式 二依 り循環 血 液

景及 血 球 最 ヲ算 出 セ リ。

循 環 血 液 量=血 漿 量 ÷1100-「 ヘ マ トク リッ1・j値

血 球 量=循 環 血 液 量 一 血 漿 量

4・〈法 ノ正確 ナル事 、反 復 實 施 シ得 ル事 ・・S(・yderhelm49.

Marx'i6等 幾 多研 究 家 ノ確 メ タル所 ニ シテ稻 田 、 坂 口

内科 二於 テ モ亦 金井 朋 中學 士 ・・多 徽 ・實験 ニ ヨ リ ー

レ ヲ誇 明 セ リ。

著 κノ・更 二此 ノ 循 環 並L液:吊1ヲ 血液 循 環 ト ンテ動 的 意

義 ヲ附 セ ンガ爲 二 循環 時 間 ヲ測 定 セ リ。

循環 時 間測 定 二 ・・種 々 ノ方 法 ア レ ドモ著者 ・・金 井學 士

二從 ヒK6hler〔571,Mendelu.Hirschsohn〔 」.9',Kroet759,

等 ノ方 法 二準 ジテ 聴 化 「カル シ ウ ム」法 ヲ用 ヒ、 三 共

會 祉 製 注 刎用 盤 化 「カ ル シ ウム」ノ25%溶 液 ヲ滅 菌P

ソ ノ1・5蛯 ヲ使 用 セ リ。 即 チ、血 漿 一:ll:測定 ノ探 血 後 脈

撞 倣、 血 歴 ガ早朝 空 腹 時 ・値 二 復 蹄 スル ヲ確 メ、 患

者 二豫 メ 」 射 後 咽 頭 灼 熱 感 ノ 來 ル 事 ヲ敏 ヘ ソ ノ瞬

間 「ハ イ」ト答 フル 楳敏 示 シ、 嚇 化 「カル シ ウム」液 ヲ

瞬 間 的(Stossweise)二 肘 静 脈 内 二Jl入 シ ソ ノ瞬 間合

圖 シテ補 助 者 二 「ス トップ ウ オッチ」ヲ 押 サ シメ、 被 實

験 者 ノ返 答 時 二 自 ラ 「ス トップ ウオッチ」ヲ1・メ、10分

ノ1秒 迄IE確 二讃 ミ 数分 間1振搏 籔及 血 膣 ノ再 ビ 衡 ～}

^ル ヲ待 チ更 二 之 ヲ 反 復 シ2同 ノ測 定 値 ガ略1-・一一一A致

スル際 ニ ノミ ソ ノ李 均 値 ヲ循 環 時 間 トセ リ
。

循 環 血 液 景 及循 環 時 間 ヨ リ算 出 セ ル 循 環 商 ハ分 時 逡

血 硅 二相 當 シ、 此 ノ値 ヲ 脈搏 数 ニ テ 除 シタル モ ノ ノ・

樽 出 商 ニ シテ コノ・心臓 搏 出 景 二相 當 ス ベ キ モ ノナ リ。

循 環 商=(循 環 血 液 量Uり ÷ 循 環 時 間(秒Dx60

撞 出 商=循 環 商 ÷ 脈捕 鍛

著 者 ・・前 述 ノ如 ク 血 色 素 量 血 清 蛋 白最 ヲ 測 定 シ前 者

・・血 球 量 後 者 ハ 血 漿 掃:ノ 参 考 トセ リ
。 血 色 素 量 ・・ビ

チ ノヒケル ノ比 色 計 ヲ以 テ0.01瓦 迄 求 メ、 血 清 蛋 白量

・・ブ ノし'ノ
.リ・述… ノEintauchsrefraktometerヲ 用 ヒ テ

測 定 シ、 ラ ィ フ ノ表 ニ コ リテ 計 算 セ リ。 叉 上 記 實 験

二際 シテ ハ髄 温 、 髄 重 、 赤 沈 速 度 ノ測 定 ヲ 行 ヒ呼 吸

販 ニ モ 」・意 シ殆 ソ ド全 例 二 於 テ 當 日胸 部 「レ ン トゲ

ソ 撮 影 ヲ行 ヒ、 喀 疲 ヲ検 査 シー般 状 態 、 病 状 縄 過 ヲ

概察 シ是 等 ヲ剣 噺 ノ参 考 資 料 トナ セ1,。

第二章 循環血液量二關スル正常値

色素 法 ニ ヨル正 常 者 ノ循 環 血 液 量 二關 一なル 文獣

1:ノ値 ハ第1表 二示 ス如 クニ シテ通 常rt皿液 量、

血 漿 量、 血 球 量 ノ・龍 重 毎冠 ノ値 ニ ヨ リテ表 ハ サ

ル。2P本 邦 人 ノ正常 循環lll腋 量 曳關 ・sル報 告 中
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第1表 健康者 ノ循環血液 量(毎竜)

實 験 者
_『 一 一 一

Keith,Rowntree,
Geraghty

i
`

Griesbach

Seyderhelmu.
Lampe

l

F
HartwichMav 膨

Ruszny合k

Wollheim

}一

古 川(60}

一 一一 一}

石 川働
　 一'冒一 一}一 邑一

美 甘 、 前 田 、 光

藤(63)

一

伊 東(62)

大 谷 周 一1'1脚

1

方

・Vitalrot

Congorot

去、マ

Trypanbrau

年代

1915

男女!

　

19211

,_,__」___
ト

璽 に』
111926

1926i

血 液 量

耗)

99-78.5・
'85)・

＼67.0.

血 漿 量

(耗)

57-42

(50)

i血 球量

1幌)

「ヘ マ ト

ク リット」

(%)
「

…(35)1(41)

+i　

sgl'7一二_72.ラ'b4.8_39.i「
・82 ,5.)i44.5

98--72}

(84.6)1(43.4)

(38y噌]

禰 一}(4、
.2)

1

(46)

Trypanrot

Trypanrot

Trypanrot

IT-一 一

1928

　　ロロ 　

「 蟹 器・gi5瀦 ・8i(38・・)

Congorot

Trypanrot

Trypanrot

Trypanrot

19291

19301

1933

Trypanrot

1934

ヨ

19361

(48.6)

(46)

85-7545-35i(36
.2)

ゴー試 繋螺i妾i砺鋤
・99・翻f「 雁 薪(38

.7)
…!

,3.3_6049.4_37.5
(36.2)男 ∴786ノ(42 .4)

頚 至鷲 ∴41瀦'3(22・8)

_∵ 敬 雪璽i-_」

男i1U制4闘(46)(4・)

187-74(46)女

(80)

(47.5)

(51)

(45ブ

(46)

(36)

51-40
(47)

i50-37(34)
1(43)

第2表 金井朋中學士 ノ稻田、坂 口内科 二於 テ求メタル健 康者成 績(毎 班)(未 登表)

性

男

女

解 野 量晩 舞)量1血甕)量1寮 」捌 獺 時間
95-_86-

(89.2)

85-70

〔79.5)

55-40
(46.4)
50-40
(45)

50-35154-41
(42.8)(47.8)
40-30
r34.4)

47--38
(43.2)

(秒 ♪

116-10

12.8)

14-8.5

(10.7)

1循 環 商 搏 出 商

29-160.44-0.3

(22.3)(0.36)

24-150.35-O.25
(20.1)(0.29)

最 大 量 ノ・102耗 、 最 少 値 ・・58.7琵 、 李 均 値 ハ

74.1-86.3耗 ニ シ テ男 女 一ナ1瑚ljセ ル モ ノニ 於 テ

ノ・男 子78.6-87耗 、 女f・63.3-80妬 ナ リ。

又 金 井 朋 中 學 士 ガ 稻 田 坂 口 内 科 二 於 テ 著 者 ト全

ク 同 一 方 法 ニ ヨ リ テ得 々 ル健 康 人 一 於 ケ ・し正 常

値 ハ 第2表 二示 へ如 ク循 墳 血 液 量 ・・男 子g5-80

耗(卒 均89,2琵 〉、女 千85-70琵('ド 均79.5耗)

「ヘ マ トク リッ ト」値 男 子54… ↓Bジ(・1・均47.8%)

女 子47-38%(李 均43.2%!ニ シ テ 循 環 時 間 男

子16-10秒(zls均12.8秒 ♪、女 一f・14-一一8.5秒(zF

均10.7秒)ニ シ テ、 循 環 商 ・・男 子29-16(・ 卜均

22.3)、 女 一r・24-15(∠ ド均20.1♪ 、搏 出 商 男f・O.44

一一 〇.3(李 均0.36)、 女 子0.35-0.25(李 均0.29)

ナ リ(未 猛 表)。

著 者 ガ 同 一 方 法 ニ テ全 ク健 康 ナ ル 男 子5名 、 女

子3名 二 就 テ測 定 セ ル 値 ・・循 環 血 液 量 男 子88.0

-78耗(卒 均84 .3耗)、 女 子78.4-68.9耗(李

均73.7琵)、 血 漿 量 男 子50.6-37.6耗(李 均

44.4立 毛ノ 女 子44.5--38.5耗(卒 均41.3琵)、 血

球El=男 子43.9--34.S耗(卒 均39.9耗)、 女 子

33.9-30.4蝿(牛 均32,4耗)一 シ テ 循 環 時 間 ノ・

男 子12-11.4秒(ZF均11.7秒)一 シ テ 女 子 ノ・

梢 く ソ レ ヨ リモ 速 カ ナ リ。 是 等 ノ値 ノ・先 進 諸 家

ノ 得 タ ・し正 常 値 ト大 差 ナ シ。 又 血 清 蛋 白 量 ノ・
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第3表 健 康人 ノ循環血液量及循環時間 二關 スル値

争

性

別

男 一

子

女

子

例

第1例

第 皿例

第 皿例

第IV例

第V例

最大値

最小値

脈

搏

藪

一81

一56

一64

一67

「74

81

「
56

燈

温

(度.

37.0

36.8
へ 　

36.61

(
妊
)

鵤

重
(粍
》

血

歴

照
へ粍
)

赤

沈

値

凶塾Fμ8

「6187-60
-1
4110-75

卒 均68

第VI例}7636・7

獅 型
103-73

房 七 一 一

第V田 例168137.0

最 大 値 「i灌「37而

36.54112-68

36,43,121-72

叢呼ll三ll
3聞 τ1

51

3壁IL旦130-80

4

一
6

鯉
羅
麺
撒
編

『曹

55/盈 面
一 昌一
4613730
-ll

髄 重毎 妊

曇垂羅垂墜垂
78.0

81.5

88.0

86.3

87.6

88,0

78.0

5114{～ooi84.3

「リ
ヘ ツ

マ ト

トス

クぎ

魏
翔 獺;il
　

　
50.643,9
　 　　

腰鶉翻1

循

環

商
へ秒
)

循
環
時
間

尼
-。

811

111・ 色
11.8

12.0

11.8

5蘭 「12.0

42.5111.4

11。8

112-66i54

130…80

最 少値5tβ6.7

陣 均 噌1剰3齋「引

4}103・ …66

器/端1署器i器盤il
l4260:78.4i44.533.9143.2

63

一
50

「
56

1塑917聾唖
3380[6ge9、38,5

11塑

1襲・5

熱
至2.6

……耳了

再1毛 「

Tg.6

22.0

出

商

0.26

0.35

0.33

0,34

0.33

0.35

0.26

0.32

1[

「T6i6』「憂τf:万 房

緬 廓1.3幾 器 而.6

7.5-8.4瓦%ニ シテ 茂 在 氏 ㈹ 等 ノ 正 常 値7。42

--8 .81瓦%ノ 内 ニ ア リ。 血色 素 量 ハ16.6-一 一12

瓦%ナ リ.

循 環 血 液 量 ノ・Marx(56)等 ノ記 述 スル如 ク諸 種 ノ

條 件 ニ ヨ リテ攣化 テ蒙 ル モ ノー シテ性 、 年 齢 、

禮格 、 榮 養 状 態 二關 シ、 食 事 及 蓮 動 二依 リテ著

シキ攣 化 テ呈 スル モ ノナ リ。 然 レ ドモー一方又 同

一人 ラ同 一安 艀 状 態 二於 テ測 定 スル時 ノ・1日 撒

(
瓦
%
)

血
色
素

量

3

。
6

一
⑩

3

'
7

}洛

'
0

}

'
4

ユ

9
3

の

「
3

1

14

16

12

14

14

16

12

14

13

14

13

14

獄

24.1iO.35113.8

血蛋
　

白瓦

清量乙

8.0
邑,

8.3
一 一

8.4

8.4

8.4

8.0

8.3

7.6

7.9

7.5

7.9
-

7.5

7.6

同繰 リ返 ヘ ス モ、 亦 敷 ケ月 ノ経 過 テ置 キ テ測 定

スル モ 循 環 血液 量 パ ー 定 ノ 値 弓 示 ス し ノナ リ

(Marゴ6り 。

從 ツテ循 環 血液 量 ノ測 定 ノ、常 ニー 定 ノ條 件 、 郎

室 腹 時 安 静 仰 臥 位 二於 ケ ル値 テ求 メ テ比 較 研 究

人ベ キ モ ノー シテ、著 者 ハ此 ノ黙 二留 意 シテ實

験 セ リ。

〆第三章 實験成績

第一節 肺結核 ノ輕重 ト循環血液量

重 輕 症 肺結 核 患 者 男 子39名 、 女 子4名 計43名

一;.ツキ5 、6同 ノ測 定 テ行 ヘ リ。 ソ ノ卒 均値 ノ・第

4表 ノ如 ク髄 重 毎 冠 循 環 血 液 量95.4蝿 、血 漿 量

54・2耗 、血 球 量41.2耗 、 「ヘ マ トク リ.,ト」値

44.2%ナ リ。 之 テ健 康 者 ノ李均 値 ト比 較 スル ニ

循 環 血 液 量 ノ檜 加 テ認 メ、 又 此 ノ血 液 量 増 加 ハ

圭 トシテ血 漿 量檜 加 二基 因 スル事 テ認 メ得 。

更 二之 テ肺 結核 ノ輕 重 、 経 過 ノ新 薔 、 罹 患 側 、

豫 後 等 ノ立 場 ヨ リ分 類 シソ ノ間如 何 ナ ル關 係 テ

有 スル ヤ テ観 察 セ リ.輕 重 テ判 定 スル ニ便 宜 上

輕 症 、中 等 症、梢 ≧重 症 、重 症 ノ四種 類 テ塵 別 セ

第4表 全肺結核患者 二於 ケル循環血 液量 二

關スルZF均 値

跨鋒劉轍 鱗i鱒酬 鵬 鵠
444895・45-i・24・ ・244・2112・718 ・3

リ。古來 ノTurbanGerhardt(66)ノ 分 類 ラ 参 考

トシタ レ ドモ量 的 要 素 以 外 二赤 沈値 、一 般 状 態 、

登熱 有 無 、 脈 搏 数 血 歴 、 喀 疾 中、 結 核 菌 、 合

併 症 等 質 的 要 素 ラ 参 照 ト シRubinstein(6η 及

Rehberg㈹ ノ考 テ探 用 シ、臨 抹 的 「レ ン トゲ ン」

學 的 所 見 ノ記 載 ハNeumann㈹ 及Thanhausera・)
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ノ ソ レニ從 ヘ リ.即 著 者 ノ云 フ軽 症 ハ 注 意 シテ

生活 ス レバ特 別 ノ治 療 斗施 サ ザ ル モ治癒 シ得 ル

ト考 ヘ ラ ル ・症 例 ニ シテ中等 症 ノ・絶 対 安 静 ト食

養 療 法 ニ チモ治 癒 シ得 ル見 込 ア し ドモ人]一'気胸

療 法 叉 ・他 ノ外 科 的療1去 一一ヨ レバ確 實 二 且短 期

間 二治 癒 シ得 ル症 例 サ包 含 シ、 稚 ≧重 症 ノ・人 工

気 胸 及 ソ ノ他 ノ外 科 的肺 虚 脱 療 法 二伏 しバ治 癒

ラ期 待 シ得 し ドモ庇護 療 法 ノ ミニ チ ハ到 底 治 癒

ノ見込 ミナ キ症 例 一t云ヒ、 重 症 例 ・・死 期 二迫 リ

タ ル例 及 諸 種 ノ治 療 方 法 が奏数 セズ シテ 不濠}ナ

ル朝 露 ヲ見 ・ズ,レ}得 ザ ル諸例'炮 含 入。

第5表 輕

第 一 項 輕 症 肺 結 核

舷 二輕 症 肺 結 核 トナ セ ルモ ノハ非 活動 性 閉鎖 性

主 トシテ 増 殖 性 ナ ル 結 核 患 者 ニ シテ 総 べ テZF

熱 、 赤 沈 速 度28粍 坦 下 ら シテ 脈 搏 薮 蚊 ビ ニ 最

高 最 低i論t駆共 二正 常 ナ ル モ ノナ リ。 斯 カ ノし患 者

男 子7名 ニ ツ キ行 ヒ タル8同 ノ測 定 成績 ・・血 液

郵:毎五玉100.1一 一77.2立毛、 血!,漿景50.7-39.2立 毛、

血 球:量52.6-36.2耗 、「ヘ マ トク リ.ト 」値52.3

-45%ニ シテ 循 環 時 間15 .2-11.3秒 、循 環 商

25.0-19.8、 掃 出商0.4-U.3、 血 色 素量16.4-

12.6瓦%、 血 清 蛋 白量9.1-7.5瓦%。 而 シテ

多産11市 結 核 σ

1線綿 唱聴 感粗糠 羅舞補診灘 薩閥

遍 鱗 翫 遥 鑛ll;il凱綴 農∵1蜜i器

叢 無難雀灘i羅騰灘1黙婁鵬
512興 …継 鷲1%編 氣i36.2i1916{i2鵬48!如7・184・Q4・ 脇? ,52.・1;:13.88.6凹
62罵 …購 灘 潤%麟 胸:37・・i・2…711・3聯4}571・88・848・939・ 蜘

7…鳥 鱗 雛%鰹%樺 鐘9一 螺
最 大 値

i__

S.D.37
、02886131 -98

垢τ1一蕊nD7■

一一一 一1一 一 一 一

一 一L_一i

軽

症

男

r

64571010〔[.a50.752.6152.3
、1

最 小 値

'卜 均 値:

15.2

1-7隅鷺 洲 淵 麗

1

13.0&5

-1… 一 一 詞 一
　 　

　 　112 .69.1

25.ova.4
　

16.419.1

19.8

21.3

0.312.6;7.5

0.35114.4・8,2

第6表 輕症 肺結 核 トiE常値 トノ比較

血
清
蛋
白

血

色

素

描

出

商

循

環

時

間

ヅ
ヅ

、

ロ

セ
　

「
ヘ

マ
ト

ク

一

血

球

硅

血

漿

琶

l

」

L
々
～

5
、死

〔

f

循
騨
麺

類種レ伽

正常値 ヲ超過
セル例 吸

正常値上界 ヲ
示 ス例 販

正 常 値 下 界 ヲ3 ,1示
ス個 数

異常 ナル 低位
ヲ示 ス例 敷

22

3i32

3

211

21112i4i4
一 トコ 『 ド・一}一

2]3231

__一 ㌧ ご.I

l!
ii

1血L液:量:ノ正:常1直_}超 過1,ル モ ノ2例 ア ルモ 血.i漿

!1レ・正常 域 内 二iLリ 血球 量 ノ・正 常 値 テ超 過 ヘル

モ ノ2例 ア リ。 「ヘ マ トク リ。ト」値 モ2例,.正

常値 ヲ超 過 ヒル値 ザ示 セ リ。 血 液 量 、111t漿㌔1:、

血 球 量 共 異 常 ナル低 値 予示 ヒル例 ナ シ。 血.色素

量 血 清蛋 白 量 ・・概 ネ正 常値 ノ上 界 サ占 ム。 即輕

症 肺 結 核 二於 テ ハ循 環血 液 量 及 ソ レ ト關 聯 シテ

得 タ ル循 環 系 ノ諸 種 検 査 成 績 ・・正 常 健 康 人 ト大

差 ナ シ ト云 フベ シ。
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第 二 項 中等 肺 結 核

中 等症 肺結 核 症 例 トナ セ ル ・・1{ト シテ 側 或 ・・

両 側 ノ増 殖 性 滲 出 性 結 核 ニ シテ小 空洞 謡有/,ル

モ ノ モ存 ス。 殆 ン ド聰 くごテ開放 性 ニ シテ 多 クハ

微 熱 ア リ』 赤 沈 速 度 ノ・中等 度 ノ 促進 「114-14

粍)ラ 見 、 脈 補 数 ・・il三常 叉 ハ 多 少増 加 シ1佃曝 ・・

最 低 血腿 正 常 、 最 高 血簾 ・・多少降 下 テ示 ヘモ ノ

ァ リ。 衰 弱 ラ示1,例 無 ク何 レモ治 癒 ノ見込 大 ナ

第7表 中 等 症

ル 症 例 ナ リ。・

是 等 中 等 症 患 者 男 子14名 ニ ツ キ16同 ノ測 定 成

績 ノ、循 環 血 液 最 短 冠97.2-75.9耗e血 漿lIll57.6

一一38 .9立 毛、 血 球 最47.6-33.1耗 ニ シ テlllL液 昂=

ノ正 常 値 テ超 過 セ ・レモ ノ8例 、[(ii漿 量 ノ 正 常 値

_F超 過 セ ル モ ノ3例
、 血 球 帯 刀 正 常 値 テ 超 過 ヒ

ル 者3例 ア ル モ正 常 値 以 下 ノモ ノ亦3例 ア リ、

「ヘ マ ト ク リッ ト」値 ハ5り .4一一37.3%一 一シ テ 正 常

肺 結 核

1撫岡 惚騰 藤1鎌熱1灘緯書1丞
8■ 左側空融 桶/36.42・'71128-8262.4533085.i42・4謡 δ三 熱 ⑳1il油

溝 篶器凝 難辮iill{:欝1灘魏ll謙::欝嘉

鷹 離 籍ll=辮1翻 意 繰:鷲::::1::釘ll:麗
ほ コ 　 コ へ ヘ コ 　 　　 ロ 　 　 　 　 コ 　 　 コ 　 　 　 　 　 　ii
12'
30羅 野 饗;灘 糠;443×100!1籍:罪:雛諜lll∵

132興艦 縄 空%

讐霧 鐘 雀鍵 ・%

1『 一「 一

36.73258103-6952501597.251.2L6.047、2

,.一_.一___一 一一_ _一 一_..一 二.」 ・L_.一　ロ 　 　

37.5387695-6747357576.07U.735.346.4

　 く　 ド 　 　

麺.一 碧 払1019塑 ↓388088・2紛鰻 三∵ 璽 ・60・:1

14.67.7

14.38.3

15:罵 麟 総 務騨4/12 .・7.9

繧1饗 鐸liililii:1:灘発熱黙:欝1:董

lil灘∵懸i露盤　翻∴…　1
葦 輔 … 堤{聖噸 五麓1誌lll:1:1::灘}器1::
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第8表 中等症肺結核 ト正常値 トノ比較

例 ノ種 類

血
清
蛋
白

血

色

素

搏

出

商

循

環

商

循
環
時
間

ツ

、

リ

ー

」

「

ヘ

マ

ト

ク

血

球

量

血

漿

量

血

液

最

勝 編 鞘813團
正服 和51岬

姦常宿再 割1
…

1

一

3

り
δ

一

　

1211

745

ド 一一1
5132i811

__一 一_.」_}_一 一.__」

異常 ナ〃低値i
例数t

2t2}

…6

[
　 　　 　

is
i2

14

言
i

4
1

　

1

値 以 下 ノ者2例 ナ リ.血 漿 量 ハZF均48.3妬 ニ

シテ 健 康 人 ノ ソ レヨ リモ約1096ノ 増 加 テ 示 セ

リ。 循 環 時 間 ・・多 少 促進 傾 向 アル モ ノ2例 、 循

環 商 ノ増 大 セル モ ノ2例 ニ シテ搏 出 商 ノ・概 ネ正

常 値 下 界r・示 セ リ。 血 清蛋 白 ノ稚R増 加 セル モ

ノ4例 、 血 色 素 量減 少 ノ・2例 二之 テ認 メ タ リ。

第 三 項 梢 ミ重 症 ナ ル肺 結 核

梢 ヒ重 症 肺 結 核 ト爲 シ タル症 例 ノ・開 放 性 ノ両 側

或 パー 側 ノ滲 出 性 室 洞 性 肺 結 核 ニ シテ赤 沈 速 度

著 明 二促進 シX121-30粍)多 ク ・・有 数 ナル患 者

ナ リ。 多 少 ノ衰 弱 ヲ作 ヒ器 量 減 少 セル モ ノ多 ク

爾 後 ノ縄 過 二於 テ不 幸 ナ ル轄 錦 ・}トリ シ例 モ ア

リ。 街 是 等 ノ 症 例 ノ・腎 臓 炎 合 併 セ シ第32例 テ

除 キ最 高 最 低 血 腿 ハ共 二下 降 セ リ。 脈 搏 撒 ノ・安

静 状 態 二於 テ モ増 加 シ、 殊 二臥位 テ攣 ジタル 時

又!・精 綿 感 動 等 二依 リ且1日 中 ノ最 高最 低 値 ハ

著 シキ動 揺 テ示 セ リ。

是 等 ノ稚i≧重 症 ナル例 男 子11名 ニ ツ キ14回 、

女 子2名 ニ ツ キ3同 ノ測 定 成績 ノ・循 環 血 液 量 ハ

男 子103-73蝿t女 子90.2-69.4耗 ニ シテ13

例 中10例 ノ・正 常値 テ 超 過 シ ソ ノZF均 値 ノ・男 子

93.2琵 、 女 子83.2妬 ニ シテ男 子 ノ・約10%、 女

子 ハ約13%、 正 常 値 ヨ リ増大 セ ル モ血 球 量 ノ減

少 ノ爲 二正 常 値 以 下 ノ血 液 量:ヲ示 セ ル モ ノ1例

ア リキ。血 漿 量 ノ・男 子74.4-40.1妬 、女 子56・4

一一39 .9耗 ニ シ テ 男 女 共 正 常値 上 界 以 上 ノ 値 テ

示 スモ ノ過 年数 テ数 へ異 常 ナ ル低 値 テ示 セル例

ナ シ。 血 球 量 ノ・男 子49.3-27娩 、 女 子34・2一一・

29.5妬 一 シテ 正 常 値 ラ梢 く超 過 セル モ ノ3例

アル モ正 常 値 以 下 二減 少 セ ル モ ノモ3例 ア リテ

約 年数 ノ・正 常域 内 ノ値 テ示 セ リ。 「ヘ マ トク リッ・

ト」値 ノ・男 子50-26.5,女 子42.4-37・1%ニ シ

テ正 常 値 ヲ超 過 スル例 無 ク正 常 値 以 下 二減 少 ス

ル モ ノ2例 ナ リ。循 環 時 間 テ測 定 セ ル10例 二於

テノ・男 子12.8-8秒 、 女 子11.2-10秒 ニ シテ

促 進 セ ル モ ノ2例 ナ リ。 循 環 商 ノ・.男子33.6-

20.6、 女 子21.3-19.4ニ シテ 正 常 値 以 上 二 ♪曾

大 セ ル モ ノ4例 三及 ブモ脈 搏 数 増 加 シ搏 出 商

ノ・正 常値 テ超 過 スル モ ノノ・1例 ニ スギ ズ シテ却

ツ テ正 常 値 以 下1モ ノ3例 ナ リ。 即 循 環 血液 量

増 加 シ循 環 時 間 短縮 シテ分 時 途 血 量増 大 セル モ

,とハ 主 ト シテ脈 搏 激 ノ士曾加 二基 因 スル モ ノニ シ

第9表 梢 重 症 ナ ル 肺 結 核

氏名i'一 トゲン」門

脇 年 性1像

2212興

23

一
%

一
25

■
23男

摘

■
27男

■
28男

■
6
24男

拠

離 離 鍵1左 羅 ノ37・8

㍊ 全葉滲出性野i37・24・

裂 講 出性%隔 冨
1一 一 一 一

所 見
1日 要

麟 護綴織 瘍陶 一

血
轟

㈱

幕

脈

搏

数

}

赤

轟

L

-
,
…

¶
召

出

膣

温

度

計

(

、

離 編 綴%36・6

謬 碁聖行性[雅136.7

数(粍)

　

105'54102

-1一 一 一70
i114j79115-62
1_

45

一
69

83120-75

75i117-75

81131-59

84[125-78

膣1循 量:
環

垂垂i塁審

46.314730

._コ__

53

5

一
4

4
5

}
0
0

49

46

3910

5430

4580

4590

4125

血 血
　 　

液毎漿毎

圃盛
(瓦
)

血
清
蛋
白

霊
刹(

搏

出

商

循

環

商
へ秒

)

循
環
時

間

リ

ッ
ト

」
(
%

)

「
ヘ

マ

ト

ク

(毎
妊
)

血

球

量

102.0

73.0

56.4145.6'44.7'

52.4'20.6

100.6諦
一 ト

96。647.3

93.750.2

89.748.2

41.7

49.3

43.5

41.5

28.4

43.4

50.4

46.4

46.6

11.0

8.0

8.2

29.6

33.3

33.6

0.4

0.5

0.4

13.7

7.1

11.7

14.1

13.1

13.4

8.

7.8

8

7

9.

9.
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エ…菊騨 髄 鑑■難
4■ 加 麟 滲出性128/1』7.、88

271・7男雛 灘1%!7詞54!08}一9隅92・551血 ・コ…44211…!1・61・・213-

ll撃壌1欝lll雛謙1
叢論∴繋蕪1鍵1欝欝

45女 「結 核1/VI　 ロ　 　 　
1}

稽1最 大 値1

く1..__し_

lll謡 一

__r」一____

!39・1

137・1
__1一 一一

109

「 一9i
X108-74

80116-77

一1一一一

8。11。8i68}36i322569439.9129537.、

99}1・6177

一 一 一}一 一

88
　

㎜一 一「 …『 ト ー

レ1

7.6

26.81・.34}11.7!8.3

1難ll蕪雑ll頭
鯉 凹 型 劉42'4111'2121.30.3..1..._.'2'll7'9

L轡_「_蝉14皇31解 止
ト ト 　

3515R・2 150・8}32・4139・110・6;20・40・3:11・17・

第10表 稽 ζ重症 ナル肺結核 ト正常値rノ 上ヒ較

例 ノ種 類

正常値 ヲ超
過 セル例倣

正常値上界
例数

正常値下界
例薮

異常低値例

血
清
蛋
白

血

色

素

搏

出

商

循

環

商

循
環
時
間

リ

ッ

ト

」

「
ヘ

マ

ト

ク

血

球

量

血

漿

量

血

液

量

10

9
陶

[

-
義

二階
314134
-i

4

}
4

2「」「㌫2
ll

!3}212

層⊥

一

9
」

　

0
σ

1

15

67

63

テ心臓 ノ描 出量 増 加 ニ ヨ リテ起 レル モ ノニ ア ラ

ズ。 血 色 素 量 ・・男 子14.9-6.9瓦% 、女 子12.3

-10 .2瓦%ニ シテ正 常 値 下 域 以 下 ノモ ノ牛 数 テ

占 ム。 血 清蛋 白 量 ・・9.6-7.4瓦%ニ シテ 正 常

値 テ超 過 セ ル モ ノ1例 アル以 外 一ノ・大 磯 正 常 域

内 ノ値 テ示 セ リ。

注 意 スベ キ ・・コ ノ稚 く重 症 ナ ル肺 結 核 症 例 ニ ハ

合併 症 テ有 ヘル患 者3例 ア リ テ就 中2例 ノ合 併

症 ノ・ソ レ自膜 循環 血 液 童 男 曾大 ス ト考 ヘ ラル ル

事 ナ リ。

第 四項 重 症 肺 結 核

重 症 肺 結 核 患 者 男 子9名 ニ ツキ13同 、 女子2

名 一 ツ キ3同 ノ測 定 成績 ニ ヨ レバ血 漿 量 ・・男 子

77・8-46耗 、女 子64.4-53耗 ニ シテ スベ テ正 常

値 上 域 ヲ超 過 シ ソ ノ平 均 値 ノ・夫 々63.0及60.6

琵 一 シテ 正 常 平均 値(44.4及41.3耗)二 比 ス レ

バZF均 男 子 ・・42% 、 女 子 ノ・47%ノ 増 加 二相 當

λ。 之 二反 シ血 球 量 ハ 男 子55-34 .6妬 、 女 子
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49・4-30耗 ∴ シ テ 正 常 値 上.威 嚇LB超 過 セ ・レモ ネ正 常 域 内 ノ値=}示 シ 「ヘ マ ト ク リ紬 」値 ・・男

ノ3例IE常 値 以 下 二減 少 ス ル モ ノ2例 ア ・・一ヒ梅 子46-30,9%、 女 子43,5-31.9%ニ シ テ 何 レ

第11表 重 症}肺 結 核
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「 痂199.5

0.3113.6

1-

64.414・9.4

53.0

60.6

30.0

43.5

31.9

0.28.2

0.3411.3

10.3

11.8

38.9i38.9

8.3

11.S

8,3

10.1

9.

6.

8.0

7.1

7.

8.、

8.

7,1
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範12表 重症肺結核 ト正常値bノ 比較

例 ノ種 類

正常値 ヲ超

過 セル例 吸

ll三常値上界
例数

正常偵下界
例籔

コ 　

異常低植例麩

膿牒鵬 鮮 色
景1昂llil

5

」肛雁

〃し1問岡 継 誉
　1011

1

3

3

3 魯
}(

25

　

_=L_l
l3

__…_L_._

■813

2

一

' ↓

一

2

)!LL.¶ ■」m■ ■■匹■國幽■■隔一r』 【 ■】■■_」 ■」置Wh,

モiE常 下 域 又 ・・正 常 値(47,4及44%1二 比 シ テ

た 々糸勺12%ノ1威 少 二・常 レ リ。 而 シ テ 循}貰 ドfし夜

llレ・男 子124`'SL)5、 女 子113.7-9{}.3耗 ト

ナ リ11例 中10例 ・・正 常 値 テ 超 過 シ]例 ・・正 常

上 界 ナ リ.ソ ノ李 均 値 ・・男 子 ニ ア リ テ ・・105.5

女 子 ニ ア リ テ ハ99.5娩 ニ シテ 正 常 値'卜 均,'yJ子

84.3、 女子73.7立 毛)二 比 シ た 々25%及35%ノ

増 加 二相 常 セ リ。 循 環 時 間 ノ・大 多 数 ノ例 二於 テ

・・浬 定 シ得 ザ リ シバ 遺 憾 ナ し ドモ 元 來 賄 化 「カ

ル シ ウ ム」法 ハ患 者 ノ協 力 チ 要 人 ・し 方 法 ナ ル 爲

二重 症 例 二於 テ之 テ行 フIl咽 難 ナ リ.實 施 可 能

ナ リ シ2例 ・・何 レモ 正常 値 テ 示 セ リ。 血 色 素 帯

・113 .6-8.2瓦%ニ シテ続!ベテil三常 値 下 」或父 ・・

iE常 値 以 下 ノ値 サ示 ヘモ1価青蛋 白 量 ノ・9.4-6.9

死%ニ シ テ正 常値 以 上 ノモ ノ2例 、 」E常値 以 下

ノモ ノ3例 ア・レ吐概 ネ正 常値 域 内 ノ値=・F示セ リ。

是 等 ノ症 例 中 第48例 ノ 川 定 ハ 死 亡3時 問 前 、

第44例 ノ 第2回 測 定 ・・死 亡2時 間 前 、 賑 搏 殆

ン ド醐知 セ ズll1碑1測定 モ困 難 ナ リ シ時 期 二行 ヒ

タル モ ノナ ル故 、 ソ ノ値 ハ重 篤 肺 結 核 ノ ミー鋸

因 ・.・レ愛 化 一一・示 ヘモ ノ トナ シ難 シ。 又 第42例

ハ第1同 及 第2回 ノ測 定 時 ニ ハ脚 氣 ノ併 畿 ア リ

テ、 爲 二循 環 血 液 量 ノ檜 大 セル事 モ 号慮 セ ザ ル

ベ ヵ ラ ズ。 其 也 谷例共 弛 張 熱 チ有 シ赤 沈 速 度 菩

シク促 進 シ(60-1」2粍)、 禮 重減 少 衰 弱 存 セ ル

ー ヨ リ循 環 系 ノ状 態 ・・攣 化 ヲ ウ 久 循環lrl!液}ll:

モ從 ツ テ肺 結 核 以 外 ノ諸 因 一 ヨ'ソテ影響 セ ラ ・レ

ル事 ・・容 易 二考 フ・・'キー トナ レ ドモ他 ケ又 斯 ・レ

併螢 症 砦 クハ 衰 弱 斗作 ヘ ル急 性 結 核 菌 毒一素 性 障

碍 著 シキ最 重 症 ナ ル 場 合 二就 テ ノ成 績 ト考 フ レ

バ可 ナ リ。 尚 重 症 結 核 二於 テノ・脈 搏 数 ・・124-

T7、 最 高 最 低 血腿 共 二概 ネ下 降 シ、 最 高 血 駆

100粍V⊥ 下 ノモ ノ5を列、最 イ」暖lf[L匹唇45粍 以 下 ノラ

ノ2f列 一F認、メタ リ。

第二節 肺結核 ノ経過 ト循環血液量

前 節 二於 テ重 症 肺結 核 患 者 ハ輕 症 肺結 核 患 者 二

比 シテ血漿 量増 大 シ徳 剴 価 夜量 ノ壇 量 セ ル事實

ラ謹 明 シタ ル が、 次 ニ ハ 各個 々 ノ例 二就 キ テ好

轄 或 ハ悪 化 シタル際 二於 ケ ル血液 景 ノ壇 減 ヲ検

索 セ リ。

第 一 項 経 過 夏 好 ナ ル例(4例)

良 好 ナ ル維 過 テ取 リタ,レ第33例 、第11例(第7

例)、 第12例 、 第9例 ・・何 レモ髄 温 下 降、 赤 沈

速 度 ノ減 少 二件 ヒ脈 搏 数 減 少 シ血漿 景減 少 シ、

血球 量 ノ・不 攣 又 ・・曾 加 シ從 ツ テ循 環lrlL液11レ、IE

常 値 二向 ツ テ減 少 へ・しチ認 メ タ リ。 循環 商 ・・減

少 シ血 色 素 量 及 血 清 蛋 白量 ハ上曾加 セ リ。

第33例 、45歳 ノ女子、糖 尿病 二合併 セル肺結 核 ニ シ

テ昭和10年7月 末入院。 當時厩痩甚 メ『シク髄 重35

妊39度 絵 ノ高熱 ア リ、赤沈速度128粍 、脈搏 頻鍛、

最 高 最 低1(ltms共 二低 下 シ胸 部 一 ハ 右 側 ・・前 背 面 共 上

傘部 二 濁 音 著 明 呼 吸 音 粗 裂 呼 氣 延 長 ア リテ 、 多 轍 ・
『ラ

ッセル」ヲ聴 取 ス 。 レ ソ トゲ ソ」像 ハ右 上 中 野 ノ廣

汎 性 滲 出 性 結 核 ニ シテ 鳩 卵 大 ノ空 洞 ヲ認 メ 肺 門部/

浸 潤 亦 強 シ。 喀 疹 景 ノ・1日 製 一5瓦 ナ ル モ結 核 菌 力・フ

キー 氏 第6號 揮 力繊 維 カ ナ1)多 廿 二 存 ス。 早 朝 空 腹

時 血 糖 植376mg!dl、 来飯120瓦 撮 取 後 ノ最 高 ∬匠糖 値

518mg/dl判 駒U{}%ナ1}。 入 院 後 モ … 時 悪 化 セ シ が

fソ ス リ ♂ ヲ適 當 二 使 用 シ タル ニ 良 好 ナ ル 経 過 ヲ

取 リ髄 重 増 加 セ リ。 夏 二8月2↓ 日 ヨ リ ノ＼工 氣 胸 ヲ行

ヒ タル ニt日 後 … ・・'ド熱 トナ リ ↓フ後糖 尿病 肺 結1・曳共

二輕 快 シ10月 中kノニ パk飯120瓦 ヲ =與フノレモ イ ソ

ス リン ヲ用 ヒ ズ シテ 無糖 トナ リ、 翌 年1月 中 旬 ニ ハ

ィソ ス け ソ薫 ワ シテ マ{}o∫e米 飯 二 耐 ユ ル ・一至 リ

肺結 核 症 状 モ … 暦 輕ll匝 リ.而 シテ 」血漿 量 ・・此 ノ良

好 ナ ル経 過 二'卜行 シテ 誠 少 ヲ認 メ 血球1、}・・殆 ソ ド不
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第13表 肺結核経過 ト循環血液量 共 一 経過 良好 ナ リシ例)
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摘
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血
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■/VH
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1/V皿

気胸前
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114-68137
[

・・餅74[露

90,2

妊

(
蛭
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毎

血

球

量

妊

(蛭
)

毎

血
漿

量

65

…

81

一
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一一 　『一1

116-74:39

56.0

89.9×56.4
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循
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秒
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時
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-
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%
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側
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賜
9

'36
.2}114

1
3♂2「露1

1… レ ー:

ト!1
一一一一}一

37.gl{1

37.1

一1一 一

10.019.4

屍珊 痂
!一 一

・・か73i塑3・357・6:35・7　 8・4.9・226・9

98-6815、i77.5

一一_L_L_一

2

5

一

6
,

一

3

}

3
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3

Q
σ

PO

-
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4

一

5

0.2

1■ 〃轡 一186　 劇8騨 一
i30男 蝦 日後襟 鐙哩1墨 蝉13r

}833即1119・ll璽 ・523・5

}

必16「 一「 ・
一一一L_一i

[!37
.3111.822.5

}l
Ii

i■2R/左 気胸幡 編 扉 「澗 酌lb3厩 ≧41
.81露1.61覇壱12i漏

1%左 空 洞 気胸 前3F・7i42㌧7413麟57;95・247・6;47・6i5…i9・ ・135・9

∠型 …L凹_一

%弊 側 薫陶3ケ:3ざ6i17一}5811面541-8… 一 ・・5・・1
'

一一 一

0.3

1

一 一 一一

〇.3

ヒ
0.3

0.3

0.5

0.4

聖醤

利言書
1・.97・5

10.2

11.6

11.5

12.6

7.

8.2

8.3

9.1

11・417・

11.7

14.4

12.9

13.61

8.

8.3

6.

攣 ナ リキ。 血色素量及血清蛋 白ニモ増加 ヲ認 メタ リ。

夏 二翌 昭和11年9月 二・・髄重49妊 、 「ラッセル」無 ク

閉鎖性 トナ リ「レン トゲン」像 ニモ 右鎖骨下 二小空洞

ト塘殖 性愛 化 ヲ認 ム ル ・ミ トナll更 ニ ソノ後金 く好

縛 セ リ。

本 例 ノ・糖 尿 病 二併 畿 セ ル重 症 肺 結 核 ニ シテ経 過

ノ好 轄 ト共 二血 漿 量 減 少 シタル好 適 例 ナ リ.由

来 糖 尿 病 二於 テノ・循 環 血 液 量 増 加 シ(竹 林7り 叉

血糖 値 ノ・血 漿:量 ノ高 値 ト卒 行 一へ(Marx(56))ト 稻

セ ラル。 故 二木例 二於 ケ ル最 初 ノ血 漿 量 増 加 ハ

肺 結 核 ノ ミニ依 ル モ ノニノ・非 ザ ル ベ シ ト難 モ兎

二角 「イ ン ス リン」ニ ヨ リ糖 尿 病 ノ経 過 入ル ト共

二肺 結 核 モ良 好 ノ経 過 テ ト リ血 漿量 ハ殆 ン ド正

常 値 近 ク迄 減 少 シ血 色 素 量 モ増 加 シ 目循 環 商 モ

減 少 スル=Eノ ナ リ。

:第11例 及 第12例 二於 テノ・短 期 間 二肺 結 核 軽 快

シ血 漿 量 ノ・正 常 値 二復 路 シ、 血 色 素 量 モ増 加 セ

リ。

第9例 ハ右 腕 上野 二栂 指 頭 大 室洞 ヲ有 スル滲 出

性 肺結 核 ニ シ テ之 一人 工 気 胸 テ施 シ タル モ術 磯

況 降 下 セ ズ シテ膣 重 減 少 シ、 右 側 悪 化 シ循 環 血

液 最 中血 球 量 ノ減 少 ラ認 メ シガ、 右 側 ニ モ亦 人

工 気 胸 テ施 シテ以後 禮 温 準熱 トナ リ赤 沈 速 度 正

常 トナ リ騰 重 増 加 シIf[1.球量 恢 復 シ∬n漿:量寧 ロ減

少 シ來 レル例 ナ リ。

以 上 ノ4例 共 入院 常 時 循環 血液 量 ノ・正 常値 上界

又 ノ・ソ レ以 上 ノ値 テ示 セ シが其 ノ経 過 良 好 トナ

ル ニ及 ビ循 環 血 液 量 正 常 値 テ示 ス ニ至 リ血 漿 量

ノ・減 少 又 ノ・不 攣 ナ ル モ血 球 量 ・・常 二増 加 テ示 セ

リ^

第 二 項 経 過 不 良 ナ ル例(7例)

不 良 ナ ル経 過 ラ示 セル7例 二於 テノ・何 レモ更 二

血漿 量 ノ増 加 テ來 シ又 一ノァニノ・∬且球 量 ノ減 少 ス

ル事 テ認 メ タ リ。 夏 雲此 ノ傾 向 ハ 「ヘ マ トク リ"

ト」値 ノ減 少 二於 テ例 外 ナ ク 明 カ ニ 表 現 サ ル。

血 色 素 ノ・悪 化 時 ニノ・減 少 スル モ ノ多 ク血 清蛋 白

量 ノ・ヤ ・増 加 人ル モ ノ多 シ。

第22例 ノ・急 性 腎臓 炎 テ 併 嚢 シ後 一 ノ・他 側 二進

展 セ ル例 、 第19例 ハ 腸 結 核 テ合 併 シ 貧 血加 ノ・

リ榮 養不 良 トナ レル例 、 第38例 ノ・肺組 織 破 壊
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第14表 肺結 核経過 ト循環血液量(共 二 経過不良 ナ リシ例)
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ノ停1ヒーピザ リ シ例 ニ シテ是 等 ノ、何 レモ ソ ノ経 過

ト共 二血球 量減 少 テ示 シ2例 ニノ・血 漿 量増 加 セ

リn

第31例 ハ左側 廣 汎 性 滲 出 性 結 核 ニ シ テ肺 「ヂ ス

トマ」症 ヲ'合併 ス。 喀 疾 ノ結 核 菌 ガ フキー 氏 第

7號 人工 気 胸 不 能 ニ シテ胸 廓 成形 術 テ行 フベ ク

先 ヅ横 隔 膜 瀞 経 撚 除 テ行 ピ一 時喀 疾 減 少 シ赤 沈

速 度 モ下 降 テ示 シタル モ再 ビ悪 化 シ他 側 へ進 展

ス'レ危 険 存 セ シテ以 テ胸 廓成 形 術 テ行 ヒ タル例 一

一 シテ横 隔膜 庶 癖 術後.__.時血 球 量 増 加 ノ徴 ア リ

シモ悪 化 ト共 二再 ビ減 少 セ リ。

第42例 ・、脚 気 テ合 併 シ 心臓 衰 弱 ノ徴 ア リテ 極

ノ テ重 篤 ナ ル状 態 ニ テ 入院 セ ル 例 ニ シテ 「オ リ

ザ ニ ン」テ大 量 一 投 藥 シ脚 氣 症 状 就 中 心臓 機能

障 碍 ノヤ ・恢 復 セル時 二第1同 ノ1則定 ラ爲 シ タ

ル ニ血漿 量73,8耗 、 血球:量50.5耗 、循 環 血液

量124.3耗 ノ高 値 チ示 シタ リ。 脚 気 ノ分 時途 血

:量増加 ノ・大Zト71)、早 阪72及 猪 苗 代 、井 早7り 研 究

ニ ヨ リテ周 知 ノ事 實 ナ ル モ循 環 血 液 量:ノ・高 橋i5;

竹 林 川 ノ如 ク減 少 ス ト傭 人 ア リEppinger761モ

茂 在 、 岡 本m等 ノ毛 細 管 透 過 増 加 ノ實 験 成績 テ

引 用 シテ氏 ノ所 謂Ser6seEntzUndungナ リ ト

イ フモ、 大 谷1,㌧ ・脚 気 時 ノ循環 血液 量 テ不 定 ト

ナ シ、 教室 金 井學 士(未 爽 表)・ ・増 加 テ 認 メ タ

リ。 著 者 ノ・脚 気 浮 腫 患 者 が循 環:血液 量 増 大 シ.

軽 快 ト共 二減 少 セ ル例 テ認 メ タ リ。從 ツテ第42

例 ノ著 シク大 ナ ル血液 量増 加 ハ直 チ ニ肺 結 核 重

篤 バ ニ蹄 スル テ得 ザ ル ベ キ モ ソ ノ後 横 隔 膜 神

経 歴 挫 ヲ'行ヒ充 分 ナル麻 癖 テ遂 ゲ ザ リ シ爲 経 過

爾 不 良 ナ リ シ間 ・、更 ニ一 層 ノ血 漿 景 増加 ア リ、

i神経 撚 除後 一時好 轄 シテ ソ ノ際 血 漿 輩減 少 著 シ

ク ナ リ ソ ノ後 衰 弱 テ加 ヘ テ遂 二死 亡 セ リ。

第16表 肺 結核経過 ト循環血液量

第41例 ・・急 性 奔馬 性 結核 ノ 経 過 テ トレル 若 年

患 者 第44例 ノ・瀕 死 ノ重 症 患 者 ニ シテ 循 環 血液

量及 血 漿 量 ノ・経 過 中寧 ロ減 少 テ示 セル モ爾 ソ ノ

値 正 常 値 ヨ リ遙 カ ニ増 大 シ血球 量 ノ・経 過 ト共 二

減 少 シ テ正 常 値 下域 以 下 ノ値 テ示 ス ニ至 レ リ.

尚 第44例 二於 ケル血液 景 ノ減 少 ノ・4日 間 「ヂ ギ

タ ザ 勺 襲末 計0.8瓦 ノ投 與 ア リ シ事 テ 考 慮 セ

ザ ル ベ カ ラ ズ。

此 ノ最 後 ノ2例 二於 テ ノ・経 過 不 良 ナ リ シー カ ・

.ハラズ血球 量 ノ著 シキ減 少 ト共 二血漿 量 亦 減 少

シタ レ ドモ爾 飴 ノ例 三於 テ ・、血漿:量増 加 ハ繹 過

不 良 二併 行 シテ認 メ ラ レタ リ.例 外 ノ2例 ハ ソ

ノ鹸 リニ モ急 激 ナ ル悪 化 ト重 篤 サ換 言 ヘ レバ毒

素 作 用 ノ甚 ダ シク強 度 ナ リ シ薦 包血 漿 量 ノ増 加

テ起 シ得 ザ リ シモ ノー シテ、 血液 貯 蔵 機 能 二訣

陥 テ生 ぜ シモ ノ ト考 ヘ ラ ル。

要 ス ルニ重 症 患 者 二於 テ病 勢 増 悪 スル場 合 ニ ハ

循環 血 液 量 ノ、増 加 スル モ ノ ト減 少 スル モ ノ トア

レ ドモ、 ソ ノ血漿 量 ノ1雪加 ト血球 量 ノ著 明 ノ減

少 トテ認 ム ル事 多 シ。

第 三 項 経 過 不攣 ナ ル例(3例)

経 過 殆 ン ド不 鍵 ナ リ シ3例 ノ・血 漿 量 及 血球 量 二

著 シキ動 揺 デ 示 サ ザ リキ。 但 第26例 ノ・一 時他

側 二播 種 ラ起 シソ ノ際 多 少 登 熟 ア リ シテ次:第 二

吸 収 シ第2同 測 定 時 ニノ・殆 ン ド以 前 ノ状 態 二復

密話シタル時 ナ リ。

以 ヒ各 例 ノ羅 過 ラ観 察 入 レバ極 メ テ重 篤 ナ リ シ

2例 手除 外 ヘレバ肺結 核 病 勢 ノ悪 化 好 轄 不 攣 三

際 シテノ・Ifll漿}5㌃ノ増 加 減 少 不 攣 及 血球 量 ノ反封

二減 少上曾加 不 憂 ア リテ大 多 数 例 二於 テ ハ循 環 血

液 量 ハ経 過 ノ悪 化 好 轄 不 愛 二際 シテ ・・増 加 減 少

及 不 憂 ノ態 度 一t示スモ ノナ リ.

Gll三 縄過略 く不攣 ナル例ク

番

號

岬
年性1

)11

1
日1

摘

3
■
29男

嬰

1髄

1温

i「度)
5

赤飯1

沈1搏 蕊
粍'時 数i(粍)
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/
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一4

/

血 瞬 海恕概 観 勲
1翼:循器

一鶴 瀬
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i一 一一_一

36.411

　
611115-72

-1_

671・ ・5-78

循
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循
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恥
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(瓦
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111/1一

癩 ゆ
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器 男にL
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i
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珊
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第三節 肺結核罹患側 ト循環血液量

罹 患 側 ト循 環 血 液 量 トノ關 係 二筋 テノ・著 者 ノ測

定 例 ニ ハ右 側 罹 患 者 二輕 症 多 ク、 両 側罹 患 者 二

重 症 多 ク シテ左 側 罹 患 者 ソ ノ中間 二位 シ タル が

之 デ 考慮 ニ オキ テ患側 卜血漿 量 ノ關 係 テ ミル_

血 漿 量60耗 以 上 ノ例 ・・南側 重 症 者7例 中7例 、

左側 重 症 者3例 中1例 、 右 側 重症 者1例 二 ・・之

ヲ'認 メズ。 反 之、40:耗 以 下 二血 漿量 ノ減 少 テ認

メタルモ ノノ軸 側罹儲 二ゆt軌 左側罹綿1

謡講撚 三論譲∵ll醗
側罹患時二著明ニ シテ左側罹患時之二次ギ、右

側罹患時ニノ・最モ少 シ。而 シテ右側罹患者中二

ノ・減 少 傾 向 斗示 入モ ノ認 メ ラ レタ リ。

第17表 肺結 核罹患側1・循環血漿量

左右側

毎冠

・∫血漿量

(蝿)

右 側

輕 中 積 重
ミ等

重
症 症 症 症

欝i÷1歩 一
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515 141
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,1回613・2i31745

第 四 節 肺 結 核 楼 病 以 来 ノ年 数 ト循 環 血 液 量

肺 結 核 ノ循 環 系 研 究 二 際 シCobetノ ・急 性 毒 素 血漿 量 トノ關 係 ヲ 観 ル ニ(全 ク 無 自脆 性 ∴來 リ

性、 慢 性 毒 素性 及 機 械 的 障碍 性 ノ三鮎 ヨ リ観 察 テ突 然 喀 血 セ ル2例 ラ除 ク)1((1漿lllll60耗以 .ll=ノ

スル テ通 常 ナ リ トナ セ リ。 今 登 病 以来 ノ月 数 ト 増 加 ヲ・示 ス モ ノ・・9例 中6例 迄 ・・業 病1-3ケ
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月 間 ノ モ ノナ リ。 之 ・;.反シ40耗 以 下 ノモ ノノ・

登 病 後3ケ 月 以 上 ヲ経 過 セ ル諸 例 二於 テ ノ ミ之

テ認 メ タ リ。 総 ジテ血 漿 量 蛇 ビ ニ血 液 量 ノ著 シ

キ檜 加 ノ・割 合 二新 鮮 ナ ル例 二於 テ多 ク認 メ ラ レ

慢 性例 二於 テノ・之 テ認 ムル事 少 キ ガ如 シ。

第四章 総括拉二考按

以 上 肺 結 核 患 者男 女 計43名 一 ツ キ5-6同 ノ測 超 過 セ ル モ ノ30例 ア リ、 ソ ノZF均 値 ノ・正 常人

定 テ行 ヒ タル成 績 テ総括 スル ニ、 循 環 血液 量 ノ・ 李 均 値 二比 シテ約14%増 加 セ ル テ認 ム。就 中 コ

124.3-一一69.4耗 李 均95.4耗 ニ シテ正 常値 上 域 テ ・・-Eト シテ血漿 量 檜 加 二基 ク モ ノー シテ77.8一

第19表 肺結 核 ノ循環 血液量 輕重 ニ ヨル総括!最 高、最低及 括弧内亭均値)(毎 駈)

輕 重

一 一_一

健康男子

輕 症
男

中 等 症
男一 一

稽 く重 症

.__男

重 症
男

健康女子

精 く重症
女

重 症
女

全肺結核
患 者

闘

循血

液.

環疑彗

185.9ノ

(894

103-73

循血 循血

漿へ 球へ

環量彗 環量彗
ト

郭が
分

_.⊥

88-78●Ol50鍛6i4311ご 義353鍛512・0-11・4

100・4-77・350・7-39・2152・
.6-36・252・3-45・0115・2-11・3

97。2-75・957・6-38・947・6-33・1i50・4-S7・3

(43.4)

(48.3)

(42.5)(:40.5)

(41.0)1で46.0)

124.3.82.577.8-46.O,55可 配 「

(105.5ノ(630〕 ノ42.511

9。難456鴛 ◎i琴趣15
132.4)

(93.2、擁 浮49締0}5σ 置 評
46-30,9
(40.5)

78.4-6く.944.5-38.533.9-30.414.5-43.2

1(44.0)

(83.2)(50.81

113.7-JO.364こ ちぎ49.4-30
・99 .5・(60.6 .)

124.3-69.477.8-38.955-27.0 　

〔95.4)1〆54.2ク(41.2)!

循時

環 問 診

(1昼 ≧

(12.8)

14.2-9.0

〈11.5)

12.8-8.0

(10蚤 ⊇Li

循

環

商

24.5-19.6

(22)

42.4。37.1

(39.1)

43.5-31.9

(38.9)(38.9

K_ソ7a-K9ゴ ～_9」零)52、3-26.5

(44.2)

25.O-19.80.4-0.3116.4-12.6

35駕19(O;35)ii5撃ill4
(24.2)13.7)

33.6-20.0
(26.8)1

12.8-12.4125-Z2・8

23.7)(12.4)1

曇14-8
.51・"24-15

(10.7)1塑4≧
11.2-10.Oi21.3-19.4

　
10.6)1(20.4)

「

コ

「

ー

→を印 ・・金 井 學 士 ニ ヨル
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(8.3、

38.9妬 、李 均54.2琵 ニ シ テ約 牛 数 例 ハ

正 常 値 上 域 斗超 過 シ李 均 値 ノ・正 常 値 ヨ

リ約20%ノ 増 加 二 相 常 ㌔ 而 モ 此 ノ血

漿 量 増 加 ・・Whipple(78♪,Robertsonl79),

Bock(s"・,小 宮8」)等 ガ貧 血 時 二 謹 明 セ ル

如 キ 血 球 減 少 斗 代 償 々 し結 果 ナ リ トハ

思 考 シ難 ク 「ヘ マ ト ク リ,ト 」値 ・・重 症

例 二於 テ ノ・正 常 下 域 乃 至 ・・正 常 値 以 下

二減 少 セ ル モ ノ 多 キ モ 血 球 量 ノ・55--

27妬 、L'b:均41.2琵 ニ シ テ 正 常 値 以 下

ノ モ ノ ハ8例 二過 ギ ズ 、 又 重 症 例=於

テ モ正 常 値 卜界 以 上 ノ血 球 量 テ 示 孔モ

ノ 少 カ ラ ズ。 血 清 蛋 白 量 ハ9.6-6.7

瓦%、ZF均8.3瓦%ニ シ テ 茂 在(65)(7.42

-一一8.81)b小 林ISt)(6.91-一 ・8.5)等 ノ 正 常
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値 二比 ス レバ多 少 減 少 ス ル モ ノ「3例 ♪及 反 封 二

多 少増 加 セ ル モ ノ(8例)ア レ ドモ大 多撒 ノ・正 常

域 内 ニ ア リ。 血 色 素 量 ノ・16.4-6.9瓦%、 李 均

12・7瓦%ニ シテ 重 症 例 二 於 テノ・正 常 値 以 下 ノ

モ ノ多 ク血 漿 量増 加 ト反封 ノ關 係 ニ ア リ。 從 ツ

テ臨 休 上血 色 素量 ノ測 定 ハ大 艦 血 漿 量 ノ檜 減 延

ヒ テノ・循 環 血液 量 ノ攣 化 テ知 リ得 ト謂 フ テ得 ベ

シo

而 シテ循 環 血液 量 就 中血 漿量 ノ増 加 ノ・検 査 成績

中 二述 ベ タル ガ如 ク重 症 例 二於 ケル程 著 明 二認

メ ラル。 即 最 モ重 症 ナ ル 第43例 男子 ノ・血漿 量

77・6耗 、 第45例 女 子 ノ・64.4妬 、 第44例 女子

ノ・64.3ve.=・ シテ夫 々男 女 ノ 正 常値 二 比 一・.レバ

第21表 肺 結 核

75%及56%ノ 檜 加 ナ リ。 而 モ 此 ノ」曾 加 ノ・維 過

ノ項 ニ テ研 究 セ ル 如 久 悪 化 ス ル 場 合 ニ ノ、更 二

血 漿 量 増 加 シ。 好 韓 ス レ バ減 少 入 ル モ ノ多 ク シ

テ血 球 量 ノ・之 一 反 ■・ル モ ノ 多 シ。 即Orsi及

Peviani39,tガ 肺 結 核 患 者 循 環 血 液 量 ノ・減 少 傾 向

テ示 ス ト述 べ 、Molnar〈i`"ノ ・血 漿 量 減 少 テ認 メ

Warner37・ 及LemonWillis「3817、 殆 ン ド不 攣 ナ

ル 結 果 二到 達 セ ル ニ比 シ、 著 者 ノ實 験 例 二於 テ

ノ・血 漿 量 壇 加 及 循 環 血 液 量 檜 加 テ示 シ先 人 ノ成

績 ト異 ナ リ タ ・L結果 二 到 達 シ タ ル ガ 如 シ。

蘇 ツテ 肺 結 核 二 於 ケル血 液 循 環 ノ状 態 テ ミル ニ諸

家 ノ・(Raithelii83),Kessler(84),Sandor(9),Bl6hme(5),

PottengerL85',鈴 木(15)、川 上 「13)、高 亀`12)、川 島'14'等)

ト 脈 搏 敷 及 血 膣
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脈 搏 数上曾加 ト血 歴 就 中最 高 血 腿 ノ下 降 テ認 メ タ

リ。 著 者 ノ・略k同 年 齢 ノ學 生 肺 結 核 患 者3名 ノ

夫 々悪 化 スル者 梢 ヒ良 好 ナル モ ノ及 不 憂 ナ ル者

二就 キ テ 約20日 間脈 搏 数、 血 巫 テ 毎 朝 空 腹 安

静 時 二測 定 シタル ニ、 之等 諸 家 ノ所 見 ト同檬 ノ

結 果 二達 セ リ.此 ノ際 血 液 ガ如 何 ナ ル速 度 ニ テ

血 管 中 テ循 環 セ ル ヤノ・興 味 アル 問題 ナ レ ドモ、

Warneck86)ノ ・之 二 關 シー 定 ノ値 テ得 ザ リキ。

著 者 ノ・重 症 例 ニ ノ・之 テ測 定 シ得 ザ リ シモ ノ少 カ

ラザ1ノ ドモ測 定 シ得 タル24例 中19例 迄 ノ・正 常

域 内 一 ア リテ重 症例 二於 テモ循 環 時 間 ノ促 進 テ

認 メズ。 之 二反 シ循 環 血 液 量 ノ増 大 ト相 マ チ テ

循 環 商 ノ・正 常 値 ヨ リ増 大 セ ル モ ノ少 カ ラズ シテ

Cobet等 ノ得 タル分 時途 血 量壇 加 ノ事 實 ニー 致

スル モ、 搏 出 商 ノ・殆 ン ド正 常域 内 一 ア リテ増 大

スル モ ノ少 シ。 要 之 、 多量 ノ血 液 循 環 ガ行 ノ・レ

ナ ガ ラ 肺 結 核 患 者 ニ ノ・所 謂Hypoplastisches

且erz多 ク シ テ 搏 出 量増 大 テ望 ミ難 ク、 爲 二速

脈 テ以 テ之 ヲ塵 理 スル モ ノ ト思 惟 サ ル。

肺 結 核 患 者 ノ循 環 血 液 量 壇 加 ノ本 態 ノ・血 漿 量 増

加 ナ ル コ トノ・上 述 ノ如 ク明 白 ナ レ ドモ コ ハ血 清

蛋 白量 ノ關 係 ヨ リ ミ レバ稀 繹 トノ・考 ヘ ラ レザ ル

テ以 テ 貯 蔵 血 漿 ノ 移 動 テ 來 セル モ ノ ト思 惟 サ

ル 。 而 シテ血 漿 量檜 加 ノ・活動 性 重症 例 二於 テ著

シ ク、 悪 化 急 激 ナ ル際 二著 明 ニ シテ、新 鮮 ナ ル

諸例 二著 シ ク シテ陳 善例 二於 テノ・聡 加 少 ク シテ

寧 ロ疾 病 程 度 二比 ス レバ過 少 ノ感 テ與 フル モ ノ

ア リ。 即 第34例 左 側 廣 汎 性 滲 出性 結 核 ハ 循環

血 液 量69.4妬 、 血 漿=}IB9.9琵 二過 ギ ズ、 而 シ

テ本例 ノ・嚢 病 後 既 二約2年 テ経 過 セ リ.

叉 罹 患 部 位 ノ廣 汎 ナ ル例 二於 テ ハ狭 少 ナ ル例 ヨ

リ血 漿 埜増 加 著 シ ク、 興 味 アル ノ・血 行性 播 種 性

結 核 二増 加 著 明 ナ ル 事 ニ シテ 第35例 ハ幾 病8

ケ月 ラ経過 シ腹 膜 炎 テ合併 セル 重症 ナル1価 了性

播 種 性結 核 一 シテ 循 環 血 液 彙97.7耗 、 血漿 量

62.8tEテ 示 シ第21例 雨 肺 尖 血行 性 結 核 ・・中 等

症 ナ レ ドモ循 環 血液 量96.6耗 、 血 漿 量54.3耗

ヲ刀てセ リ。

古 來 左 側 疾 患 ハ 右 側疾 患 ヨ リモ 豫 後 不 良 トサ

ル。 著 者 ノ諸 例 ノ・左 側 二重症 者 多 カ リ シガ之 テ

考 慮 二 置 キ テ モ 爾 左側 疾 患 ノ血 漿 量 ハ 同程 度 ノ

右 側 疾 患 者 二比 シテ血漿 量 大 トナ リ。 若 年 者結

核 モ豫 後 重 篤 ト樗 セ ラル。 著 者 ノ若 年 結 核 者 ハ

貧 血 張 キ例 モ 多 ケ レ ドモ他 ノ同程 度 ノ例 二比 較

ス レバ血 漿 量檜 加 著 シ ク第11例(20歳 中等症 男

子血漿量57.6耗)、 第14例(24歳 重症男子血漿 量

53.5蝿)、 第45例(16歳 重症女 子血漿量64・4耗)等

ノ諸 例 二認 メ タル ガ如 シ。 又 糖 尿 病 二併 登 セル

肺 結 核 ノ・「{ン ス リ ン」テ 使 用 セ ザ レバ豫 後 不 良

ナ ル事 多 シ。 第33例 ノ・入院 時血 漿 量56琵 ニ シ

テ女 子 ト シテノ・著 シキ高 値 テ示 セ リ。

以 上 テ総 括 スル ニlf【L漿量 増 加 ノ・肺 結 核 ノ菌 毒 素

作 川 テ急 激 二且 多 量 二受 クル モ ノニ於 テ著 明 ナ

ル テ認 ム。Cobet{7)ガ 肺 結 核 ノ循 環 系 及 呼吸 系

ノ機 能 検 査 二際 シ急 性 毒 素 性 慢 性 毒 素 性 及 機 械

的 障 碍 テ匿 別 シテ行 ヒ タル ノ・達 見 ト云 フベ ク血

漿jil:増加 、 循 環 商 渡 大 、頻 脈 ハ實 二登 熱 、悪 感、

盗 汗 、 違 和 、 咳 漱 喀 疾 噛 加 等 急 性 結 核 菌 毒 素作

用 著 シキ 場 合 ノ 循 環 系 ノ 姿 ナ リ ト伝 フベ キナ

リ。 然 ラバ慢 性 毒 素作 用 時 ノ循 環 系 ノ・如 何 トイ

フニ、 既 ニ イサ ・力之 二關 シテ 言 及 セル ガ 如

ク血 漿 量 ノ減 少 、 血 液 ノ濃 縮 テ ウ ケル モ ノナ ラ

ズ ヤ ト思1唯 サル。 從 ツ テOrsi,Peviani及 ビ

Molnarガ 血 漿 二1達減 少 テ認 メ タル事 實 ノ・氏 等 ガ

療 養 所 ノ患 者 テ取 扱 ヘ ル ガ故 二比 較 的 慢 性 ナ陳

醤 ナ ・レ諸 例 テ測 定 シタル結 果 一 ヨル モ ノニ シ テ

其 意 味 二於 テ是 等 ノ測 定成 績 モ夫 自膿 重 要 ナ ル

償 値 テ有 シー 見 著 者 ト氷 炭相 容 レザ ル結 論 二見

工乍 ラモ著 者 ノ・大 學 二 入院 セ ル急 性 新 鮮 ナ ル例

テ 多 ク取 扱 ヘ ル結 果1血1漿}1量ノ増 加 テ認 メ タル モ

ノナ リ。 即 コノ・循 吸 系 ノ親 察 二當 リテ其 疾 病 経

過 ノ 時 ノ差 二 起 因 セ ル 差 異 二 外 ナ ラズ ト考 ヘ

ラル。又Molnarノ ・肺 結 核 ノ循 環 系 ノ・Wollheim

ノ減 少 型 失 償(Minusdekompensation)テ 示 シ

肺 結 核 患 者 ノ・減 少型 失 償 時 ノ諸 症 状 ラ示 ス ト述

ベ タル モ コノ・一 部 長 期 臥 躰 患 者 二認 ム ル所 ニ シ

テ急 性 結 核 患 者 ニ ノ・該 當 セザ ル事 ナ リ。

例 ヘ バ肺 結 核 患 者 ニ ノ・末端 「チ ア ノー ゼ」ラ示 ス
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事 多 ク、 睡 眠 障碍 ・・急 性 患者 ニノ・毎 常 認 メ ラル

ル事 實 ニ シテ重 症 者 ニ シテ脆 坐 呼吸 テ欲 スル モ

ノ ア リ、 又 静脈 歴 モSchenk(87)及Pogany16)等

ニ ヨ レバ慢 性 硬 化性 結 核 ニノ・下 降 ス レ ドモ急 性

滲 出性 結 核 ニハ 上 昇 テ 示 スモ ノナ リ。 又Mo-

lnarハ 肺 結 核 時 ニ ノ・肺 臓 ヨ リ「ヒ ス タ ミン」ガ

循 環 系 一出 ル トfヒDietlen(4i)之 テ認 容 入ル モ

肺 臓 ハ 「ヒ ス タ ミン」二富 ム臓 器(Krogh(ss・ ノナ レ

ドモ肺 結 核 時 二「ヒ ス タ ミン」ガ循 環 系 二壇 加 セ

ル ヤ否 ヤノ・今 日爾 不 明 ナ リ。 而 シテ 「ヒ ス タ ミ

ン」ノ・Brednowt8Dle-.ヨ レバ先 ヅ循 環 血液 量 テ増

量 シ然 ル後 コ レテ減 少 セ シムル モ ノナ リ。 慢 性

結 核 ノ血漿 ・1産減 少 ノ・Grawitz(90),Saathof・gil,

MeyerBis(}hp2),Nonnenbruch・93・ 等 ガ長 期 二亙

ツ テ「ツ ベ ル ク リ ン」注射 テ行 ヒ タル際 二血液 ノ

濃縮 テ起 セ シ`ド等 ヨ リ号 フ レバ長 期 ノ毒 素作 用

二基 ク モノニシテ恐 ラ クノ・EpPingerl76ノノSer6se

EntzUndun9ト 其 軌 テ同 ウ スル モ ノナ ラ ン。

次 二急 性 毒 素障 碍 時 二何 故 血 漿 量 ノ増 大 テ來 ス

カ ニ就 テ考 察 セ ン。Eppinger〔94)ノ 、心 臓 機 能 障

碍 時 ニ ノ・物 質 代 謝 二障 碍 テ來 タ シ酸 瘤ZF衝 破 レ

テ「アチ ドー ゼ」テ起 シ、 爲 二心臓 ノ「トー ヌ ス」

ノ・減 退 シ毛 細 管 及 前 毛 細 管 ノ籏 張 起 リ血 流 増 加

シ静 脈 ノ、正 常 ヨ リモ急 激 二且 多 量 ノ血液 ニ ヨ リ

テ充 満 サ レ右 心 二復 蹄 スル血 液 量 檜 加 シ之 ノ・心

臓 機 能 ノ檜 盛 速 脈 心搏 ノ籏 大 テ起 スモ ノナ リ ト

イヒJ.Poras195・ ノ・同様iノ事實 ノ・全 ク ソ ノマ ・

肺 結 核 ノ循 環 系 ニ モ適 用 サ ル ・モ ノー シテ結 核

菌 ノ毒 素 ガ末 梢 二於 ケル物 質 代謝 障碍 テ起 ス原

因 トナル ト述 ベ タ リ。Hachen9"・ 及Sweany(9n

ニ ヨ レバ肺 結 核 重 症 例 ニ ノ・「ア チ ドー ゼ」起 リ血

中豫 備 「アル カ リ」減 少 ア リ、 急 性 結 核 菌 毒 素 作

用 二際 シテノ・毒 素性 蛋 白分 解 作 用 トシ テ畿 熱 、

盗 汗 等 ア リ(KlepPerercg8),Cornet・99,。 疾 患 部

病 竈 ハ呼 吸面 テ減 少 セ シ メ血 中炭 酸 量 ノ檜 加 テ

來 タ シ臨躰 ヒ呼吸 困難 ラ招來 ス。 獲 熱 二際 シテ

「アチ ドー ぜゴ 芦件 フ事 ノ、茂 在
、 稻 田、 川 島鋤 、

秋 谷101)等 ガ 當 内科 二於 テ 之 ザ認 メ シ所 ニ シテ

Barbour(102)ノ ・膿 温L昇 時 一 ノ・水 分 ノ移 動起 リ

血 漿 量増 加 シ禮 温 調 節 二必 要 ナ ル水 分 ガ準 備 サ

ル ト述 べNasse(ln3)及Askanazyノ ・持 緬 熱 時 ニ

ノ、血漿 量檜 加 ス トィヒ、 又 血 中 炭 酸 量 ノ増 加 ノ、

Brednow(104)・=.ヨ レ バ 血 漿}1匙及 血 液 量 ノ 檜 加 テ

招 來 スル モ ノナ リ。 要 之 、 急 性 毒 素 障 碍 ハ絡 ベ

テ血 漿 ・}lllテ増 加 シ從 ツ テ循 環 血 液 量 ラ壇 加 スル

作 用 ア リ。 他 方湿素 作 用 ガ長 期 綴 績 スル トキノ・

恐 ラ クノ・血 管 透 過 性 二攣 化 子生 ジ、 爲 ご血 漿 量

ノ減 少 テ來 スモ ノナ ル ベ シ ト推 考 サ ル。

斯 ノ如 キ血 漿 量 拉 ビニ循 環 血 液 量 ノ増 加 拉 ビ ニ

減 少 ガ肺 結 核 二於 テ重 要 ナ ル意 義 テ有 スル事 ノ・

更 二種 々 ノ治 療 方 法 ト關聯 シテ考 察 スル トキ更

ニー 層 ノ興 味 テ生 ズ ル モ ノナ リ.

先 ヅ肺 結 核 ノ外 科 的 手 術施 行 二關 シKleesattel(35)

ハ獲 病3年 以 上 ラ経 過 セル慢 性 患 者 テ手 術 スル

際 ノ心 機 能 障 碍 テ警 戒 シ、Neumann'1`〕51ノ 、4年

以 上 ノ臥休 患 者 ニノ・胸 廓成 形 術 テ禁 忌 ト シ爾 飴

ノ諸 家 又3年 乃 至5年 以 上 ノ陳 菖 性 患 者 ニ ノ・胸

廓 成 形 術 テ危 瞼 ナ リ ト爲 セ リ。経 験 上不 慮 ノ心

臓 機 能 停 止、手 術 直 後 ノ「シ ヨ.ク 」テ起 ス事 多 シ

トfフ 。 コ レCobet(7)及vond.Weth等 ノ

認 メ シ如 ク慢 性結 核 時 ニノ・心 筋 自身 攣 化 テ蒙 ル

事 多 カル ベ シ ト難 モ元 來 血漿 量 ノ減 少 セル慢 性

患 者 二手 術 ノ如 キ血 漿 量 減 少 テ惹 起 スル操 作 テ

行 フ爲 一 「シヨック」二陥 リヤ スキ ニ ノ、ア ラズ ヤ

ト思 惟 サ ル。Kleesattel(35)ノ・此 ノ際 二於 ケル 心臓

機 能 検 査 ニノ・静 脈 座 測 定 又 ノ・血 厘i測1定或 ノ・Ka-

ufmannノ 水試 験 又 ノ・電 氣 心 働 所 見 ヨ リモ人 工

氣 胸 テ試 ムル事 ガ最 善 ノ方 法 ニ シテ コ ノ際 人 工

氣 胸 ノ・患 側 二限 ラズ健 康 側 こと テ試 ムル モ可 ニ

シテ ソ ノ際 ノ心臓 機能 障碍 有 無 二注 意 シ若 シ人

工 氣 胸 ニ ヨ リ心 悸 充進 速 脈 テ招 來 セ ザ レバ胸 廓

成 形 術 ラ行 フ モ差 支 ヘ ナ シ ト ィヘ リ.人 工 氣 胸

ノ、第二 報 二述 プル 如 ク施 術 後 一 過 性 ノ循 環 ∬且液

量減 少 テ招 來 スル モ ノナ ル テ以 テ コ レニ適 慮 シ

得 ル 心臓 ナ ラバ胸 廓 成形 術 二際 シテモ 亦 ソ ノ手

術 ニ ヨルlkl漿 量減 少 二堪 工得 ・しガ故 ナ ラ ム。 反

封 二又 急 性 毒 素 障碍 強 キ滲 出性 結 核 時 ニハ外 科

的 手術 療 法 ガ却 ツテ ソ ノ経 過 ・・悪 化 ス ル場 合 ア
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リテ胸 廓 成 形 術 等 ノ大 手 術 ハ禁 忌 トサ ル。 此 ノ

際 ニハ手 術 後 二 於 ケ ル 蛋 白質 分 解 産 物 ガ「アチ

ドー ぜ」テ惹 起 シ 血 漿 量 ヲ更 二 檜 大 セ シム ノレガ

故 ナル ベ シ。Orsi,Peviani(39)ノ ・横 隔 膜 瀞 経 麻 癖

ハ 循 環 血 液 量 二殆 ン ド影 響 ナ シ トイヘ ル モ著 者

ノ第42例 第31例 ハ 横 隔 膜 瀞 経 厘i挫直後 一 過 性

二却 ツ テ多 少 ノ血 漿 量 増 加 テ認 メ次 イ デ手術 前

ヨ リモ減 少 セ リ。Sauerbruch(106)ガ 胸 廓 成形 術

前 二滲 出 性 結核 二於 テハ先 ヅ横 隔膜 沸 経 廠 癖 術

テ行 ヒ ソ ノ経 過 テ観 察 スベ キ事 テ提 言 セ ルハ 血

漿 量 ノ瓢 ヨ リ観 レバ手 術 後 ノ悪 化有 無 テ豫 測 シ

得 ル モ ノ ト考 ヘ ラル。

喀 血 二就 テ ノ・Neumann(10η 及MUllerノ ・喀 血

前 二血 璽上 昇 テ 認 メ、Pogany(16)ハ 静 脈 巫 檜 加

ラ認 メ タ リ。Poganyノ ・静 脈 歴 上 界 テ喀 血 ノ前

日 二既 二之 テ認 ム トナ シ「ピ ツ イ トリ ン」一 ヨ リ

テ静 脈 墜 テ下 降 セ シメ テ喀 血 テ豫 防 シ得 ト述 べ

Neumannノ ・「プ ロー ム」剤 投 與 ニ ヨ リ テ血 歴 上

昇 テ 防 グベ シ ト述 ベ タ リ。 著 者 ノ 第13例 ハ6

月24日 喀 血 時 ト7月4日 ノ静 止 時 ノ 血 漿 量 ハ

55.5耗 及50.2ve..一.シ テ 約10%ノ 差 テ 示 シタ

リ。 麻 醇 剤 及 睡 眠 剤 ノ循 環 血 液 量 二及 ボ ス作 用

二關 シテ ノ・Wollheimノ ・「モ ル フ、ン」ノ血3疑量

減 少作 用 テ認 ノ、Price,Jones,Boycott(108)等

ノ・失 血 時 ノ血 漿 量 復 菖 ハ 「エ ー テル」及 「ウ レタ

ン」等 ヲ用 フ レバ復 蕎緩 慢 ナ リ トイ フ。

「fン ス リ ン」二 關 シテノ・JakSchiog,,Warten-

horst(110),Klein(1111,Villa(112～,Meyer(113),Marx(56)

等 何 レモ 血 漿 量 ラ減 少 セ シム ・し作 用 ア リ トイ

フ。 前 述 ノ如 ク糖 尿 病 合 併 肺 結 核 患 者 ニ ノ・血漿

量 増 加 著 シ ク、 叉Marxノ ・血 糖 値 ノ増 加 減 少

ノ・血 漿 量 ノ増 加 減 少=ZF行 ス ト1ヘ リ。 以 前 ニ

ノ・糖 尿 病 合 併 ノ肺 結 核 ノ・一 般 二豫 後 不 良 ト考 ヘ

ラ レタ レ ドモ、 「イ ン ス リ ン」登 見 以 後 二於 テノ、

必 ズ シモ然 ラザ ル ニ至 リ當 内科 二於 テモ適 當 量

ノ「イ ンス リ ン」テ用 ヒ テ糖 尿 病 患 者 ノ血 糖 値 テ

正 常 タ ラ シ ム レバ急 性 奔 馬 性 結 核 型 テ示 シタル

モ ノモ悪 化 進 行 テ停lLシ 治 癒 二向 フ事 テ経 験 セ

リ。 著 者 ガ血 漿 吊=テ測 定 シ得 タル ノ・ソ ノ内1例

ノ ミナ レ ドモ初 メ ニ ハ著 シキ血 漿 量 増 大(56蝿 〉

ア リ シモ 「イ ン ス リ ン」テ使 用 シ過 血 糖 テ除 去 セ

ル ニ血漿 量 減 少 シ(49.5耗)肺 結 核 ノ 経 過 又良

好 トナ レ リ。

動 物 實験 ノ成 績 ニ ョ レバ脂 肪 豊 富 ナ ル食 飼 ハ血

漿 量 テ 減 少 セ シメ 蛋 白食 ハ 血漿 量 二 影 響 ナ ク

(Marx(56))含 水 炭 素 豊 富 ナ ル 食 飼 ニ ヨ レバ 水 血

症 テ 起 シ 且 血 漿 量増 大 ス(Marx,B6rnecke

Meyer(it4>)。AdlersbergPorges(ii5)ノ ・含 水 炭 素

二富 メ ル 食 物 ノ・膿 内 二 水 分 滞 留 テ 起 シ、 皮 膚

「ク ワッデ ル」吸 牧 時 間 短 縮 シ氣 管 枝 「カ タ ル」時

三ハ喀 疾量 ノ檜 加 テ認 ム ル モ脂 肪 食 ノ・抗 炎 症 性

二働 ク テ認 メ、 又F61des(116)ノ ・蛋 白質 二富 メル

食 物 モ抗 炎症 性 ナ リ ト述 ベ タ リ。 肺 結 核 治 療 二

際 シ含 水炭 素 テ制 限 シ脂 肪 及 蛋 白質 二富 メル食

物 テ與 フル事 ノ有 利 ナ ル ノ・是 等 ノ血 漿 量 二封 ス

ル作 用 ヨ リ見 ル モ明 カ ナ ル ベ シ。

Plesch㈹ 及 且artwig,May(51)ノ 、「ク ロー ル 」及

「ナ トリ ウム」テ制 限 ス レバ血 漿 量 ヲ減 ジ得 ル事

ラ述 べ、M611ingdorf(IMノ ・高 血 歴 患 者 二食 盤 テ

制 限 シ、 且持 績 的 胃液 探 取 テ 行 ヒ 可及 的 二 「ク

ロー ル」テ排 除 シテ循 環 血 液 量 テ 減 少 セ シメ 以

テ高 血 歴 ノ治 療 ラ行 ヒ タ リ。 肺 結 核 二於 ケ ル食

盤 制 限 食 ノ 敷 果 一 就 キ テ ハ 之 テ 可 ト爲 ス モ ノ

(Boer(118),Mayer(119)等)特 別 一 意 義 テ認 メザ ル

モ ノ(Curschmann(1`20),K6hler・i2i)等)全 然無 数

ト爲スモ ノ(Bacmeister(122),Apitz(123),Ziegler(12as

等)ア レ ドモ宮 川 教 授(125)、堂 野 前 、 稻 田(126)ハ肺

結 核 患 者 二無 魎 食療 法 テ行 ヒテ赤 血 球 檜 加 テ謹

明 シタ ル テ以 テ、 血 漿 量 増 加 テ件 ヘ ル肺 結 核 患

者 ニハ有 敷 ナ ル ベ シ ト思 惟 サル 。

近 時 「ビ タ ミン」Cテ 肺 結 核 二重 要 視 シ就 中喀 血

二重 要 ナ ル意 義 テ 有 ス ル トイ フ人 多 ク(Hasse-

lbachki2η)、Tislowitz(128)ノ ・「ビ タ ミン」Cノ 血i漿

量 減 少血 座 下 降 ノ作 用 テ認 メ タ リ.血 漿 量 」曾加

テ俘 ヘ ル重 症 肺 結 核 患 者 ノ治 療 及 喀 血 時 ノ治 療

ニ ノ・有 数 ナ ル ベ シ ト思 惟 サ ル
。

「ヂ ギ タ リ ス」剤 ハ檜 大 セ ル循 環 血液 量 テ減 少 セ

シム ル モ ノニ シテ(Plesch㈹,Wollheim(29)及 其
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後 ノ数 多 ノ研 究 者)著 者 ノ・第44例 二於 ケル結 核

末 期 二生 ジ タル 心 臓 性 俘 腫 二4日 間 「ヂ ギ タ リ

ス」葉 末0.2瓦 テ 投 與 シ 循 環 血 液 量 テ113.7耗

ヨ リ90.3琵 二減 少 セ シメ 得 タ リ。 從 ツ テ 急 性

毒 素 障碍 張 ク心 悸充 進 胸 中 苦 悶 彊 ク シテ血 漿 量

増 加 著 シキ モ ノニノ・「ヂギ タ リ ス」剤 ラ投 與 スル

モ合 理 的 ト考 へ更 二此 ノ際 血 漿 量減 少 テ惹 起 シ

得 ル睡 眠 剤 、鎭 静 剤 及併 用 ス レバ 筒有 数 ナ ル ベ

シ ト思 惟 ス。 之 二反 シ慢 性 毒 素 作 用 テ蒙 リタ ル

長 期 臥 林 患 者 心 臓 機 能 障 碍 時 及 特 二Molnarノ

圭 張 ス ルWollheim減 少 型 失 償 ノ諸 症 状 テ具

備 スル場 合 ニ ノ・「カ ンフ ル」、 「っ フエ イ ン」等 血

液 量増 加 テ來 シ得 ル諸剤 テ用 ヒテ虚 脱 テ豫 防 ス

ベ キ ナ リ
。 特 ニ コノ・長 期 臥 休 患 者 ガ膿 位 攣 更 離

、休、 運 動 テ爲 ス際 二意 義 多 キ モ ノ ト思 惟 ス。

結 論

著 者 ハ男 女 肺 結 核 重輕 症 患 者43名 ニ ツ キ5-6

回 ノ測 定 テ行 ヒ タル ニ循 環 血液 量124.3-69.4

耗(李 均95.4耗)、 血 漿 号77.8-38.9立 毛(李 均

54.2耗),血 球 量55-一一27ve(ZF均41.2妬)「 ヘ マ

トク リット」値52.3-26.5%(李 均44.2%)、 血

色 素 量16.4-6.9(卒 均12.7瓦 タの 、血 清 蛋 白 量

9.7-6.9(卒 均8.3瓦%)、 循 環 時 間15.2-8秒 、

循 環 商35.9-19.4、 搏 出 商0.5-0.2ニ シテ 循

環 血 液 量 ・・正 常値 テ 超過 ス ル モ ノ30例 ニ シテ

ソ ノ李 均 値 ノ・正 常 者 卒 均 値 ヨ リ14%増 加 シ 血

漿 量 ノ・約20%檜 加 シ血球 量 ノ・正 常 域 内 ノモ ノ

多 シ。 是 等 テ各 症 例 ノ輕 重 、 新 菖 、 合 併 症 ノ有

無 治療 成 績 ト封 比 シ肺結 核 時 ノ循 環 系 一 ツ キ次

ノ結 論 二到 達 セ リ。

1・ 肺結 核 ガ活 動 性 滲 出性 廣 汎 性 重 症 ナ ル程 血

漿量 増 加著 シク循 環 血 液 量 曾 大 ス。 血 球 量 ノ・コ

ノ際 ニ モ略 正 常 域 内 ニ アル モ ノ多 シ。 循 環 時 間

ノ・略 ヒ正常 値 テ示 シ循 環 商 ・・概 ネ檜 大 スル モ搏

出 商 ノ・略 丸正 常 ナ リ。 脈 搏 数 増 加 シ最 高 最 低 血

歴 下 降 ス。 血 色 素 量 ノ・減 少 シ血 清 蛋 白量 ノ・増 減

一 定 セズ
。

2・ 最 モ重 症 二於 ケ ル血 漿 量値 ハ男 子77.7耗 、

女子64・4耗 ニ シテ夫 々男 女 ノ正 常値(男 子50.6

-37 .6、izlsi・均44.4耗)、 女 子44.5-38 ,5、zF均

41・3YE)一 一比 シテ75及56%ノ 増 加 テ示 セ リ
。

3・ 血 漿 量 ノ・結 核 菌 ノ急 性 毒 素作 用 ノ著 キ モ ノ

程 壇 加 著 明 ニ シテ、 物 質代 謝 障碍 、 畿 熱 、 炭 酸

「ガ ス」ノ蓄 積 ト關 聯 テ有 ス ル モ ノ ・如 シ
。

4・ 長 期 臥抹 セ ル慢 性 毒 素障 碍 性 肺 結 核 二於 テ

ハ寧 ロ血漿量及循環血液量ノ減少傾向ラ認ム。

5.肺 結核好轄 二際 シテノ・血球量増加 シ血漿滝

及循環血液71レ・減少 テ來 スモ、悪化二際 シテハ

血漿量檜加 シ血球量減少 シ循環血液量ノ・多 クノ・

曾加 ラ呈 ス。

6.血 漿量檜加 テ件 フ疾患 ノ合併 ・・肺結核 テ重

篤ナラシメ合併症 ノ治癒ノ・血漿量 テ減少スル ト

共 二肺結核 ニモ亦好影響 テ與 フルモ ノナリ。

7.肺 結核患者二外利的手術療法 テ施行 スルニ

當 リ循環血液量テ測定 スレバ適鷹決定二際 シテ

ノ・心臓機能検査 ノ参考 トナリ手術政果 ノ判定 二

際 シテハ ソノ有数如何 テ察知 スノL事斗得。

8.肺 結核患者 ノ治療 ニハ循環血液吊就中血漿

量 ノ増減如何 テー髪慮 シ之テ正常ナラシムル様二

努ムル事肝要 ニシテ從來行ノ・ル ・諸種 ノ治療法

ニノ・血漿量減少 テ來 シ得 ルモノ少カラズ。

9・ 長期臥休患者 ノ臥位攣更離抹運動 テ試 ミル

際ニノ・循環血液量 テ測定 スレバ ソノ時期適慮決

定及併登症 ノ豫防 テ爲 ス事 テ得。

10.肺 結核患者 ノ血色素量減少・・主 トシテ血

漿量 ノ檜加二基因 スルモノー シテ實際問題 トシ

テノ・血色素量 ノ減少壇加 テ以テ血漿量 ノ増加減

少テ推定 スル事ラ得。

(本論文 ノ要旨ノ・昭和11年 仙窒市二於 ケル第14

同旧 木結核病學會二於 テ登表 セリ)。

欄筆二臨 ミ終始御懇篤ナル御指導御校閲 ラ辱 フ

セル恩師坂口教授、茂在助教授、稻田講師二満

腔 ノ謝意 ヲ棒 ゲ、測定方法テ教示 セラし・シ斜 卜

朋中學士二深謝 シ種 々便宜テ與ヘラレタル馨局
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同僚諸兄二謝意 テ表 ス。
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